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一
　
は
じ
め
に

二 

　
複
数
政
党
制
以
降
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
現
象
（
一
九
四
五
〜

一
九
八
〇
）

　
㈠
　
エ
タ
テ
ィ
ズ
ム
に
よ
る
社
会
的
流
動
性
の
発
生

　
㈡
　
民
主
党
政
権
下
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
現
象
の
可
視
化

　
㈢
　
多
様
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
噴
出
と
社
会
的
騒
乱

　
㈣ 

　
八
〇
年
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
と
ト
ル
コ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
総
合
政
策

（
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）

　
㈤
　
小
　
括

三
　
オ
ザ
ル
政
権
成
立
以
降
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
現
象
の
主
流
化

　
㈠
　
新
自
由
主
義
経
済
と
ム
ス
リ
ム
中
産
階
級
の
出
現

　
㈡
　
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
発
展
と
拡
充

　
　
１
　
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
義
務
化

　
　
２
　
イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
の
発
展
と
ム
ス
リ
ム
の
高
学
歴
化

　
㈢
　
市
民
社
会
組
織
の
発
展

―
多
様
性
の
是
認
へ

　
㈣
　
小
　
括

四
　
結
　
論

 

鈴

木

慶

孝

現
代
ト
ル
コ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
に
関
す
る

　
政
治
社
会
学
的
一
考
察



法学政治学論究　第96号（2013.3）

280

一
　
は
じ
め
に

　
ト
ル
コ
は
一
九
二
三
年
の
共
和
制
樹
立
以
来
、
西
洋
近
代
化
を
目
指
し
て
世
俗
主
義
を
国
是
と
し
、
そ
の
た
め
の
政
教
分
離
や
宗
教
改

革
、
教
育
政
策
、
文
化
政
策
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
近
代
化
や
産
業
化
に
は
西
洋
の
技
術
、
価
値
観
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
建
国

の
父
で
あ
る
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ケ
マ
ル
・
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
（M
ustafa Kem

al Ataturk

）
の
意
思
を
継
い
だ
軍
部
や
司
法
、
大
学
、
そ
し
て
ア

タ
テ
ュ
ル
ク
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
共
和
人
民
党
（
Ｃ
Ｈ
Ｐ
）
と
い
っ
た
世
俗
的
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
ケ
マ
リ
ス
ト（
1
）らに

よ
っ
て
醸
成
さ
れ
、
そ
の
一
党
独
裁
体
制
の
下
、
強
固
な
世
俗
国
家
の
構
築
と
絶
対
的
同
質
性
に
基
づ
く
ト
ル
コ
国
民
の
創
造
が
支
配
的

に
行
わ
れ
て
き
た
。
一
連
の
政
策
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
的
伝
統
や
慣
習
、
組
織
は
公
共
空
間
か
ら
一
掃
さ
れ
、
国
家
権
力
の
肥
大
化
に

よ
り
数
多
く
の
民
族
的
、
社
会
的
多
様
性
は
抑
圧
さ
れ
て
い
っ
た
。
宗
教
は
国
家
に
よ
り
管
理
さ
れ
、
社
会
性
の
強
い
宗
教
で
あ
る
イ
ス

ラ
ー
ム
は
ケ
マ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
固
定
的
な
公
共
空
間
の
中
で
厳
し
く
制
限
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
や
ク
ル
ド
民
族
主
義
に
依

拠
し
た
運
動
は
国
家
へ
の
反
動
勢
力
と
し
て
弾
圧
の
対
象
と
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
ト
ル
コ
共
和
国
と
は
国
家
エ
リ
ー
ト
で

あ
る
ケ
マ
リ
ス
ト
の
強
固
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
依
拠
す
る
こ
と
で
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
を
包
含
す
る
市
民
の
自
由
や
活
動
を
大
き
く
制

限
し
、
そ
の
政
治
社
会
領
域
と
私
的
領
域
に
お
け
る
枠
組
み
や
境
界
線
を
ケ
マ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
恣
意
的
に
策
定
さ
れ
た
国
家
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。

　
だ
が
、
一
九
四
五
年
の
一
党
独
裁
体
制
の
終
焉
と
民
主
的
な
複
数
政
党
制
移
行
と
と
も
に
、
中
道
右
派
で
あ
る
民
主
党
が
一
九
五
〇
年

に
政
権
の
座
を
得
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
政
治
社
会
領
域
に
お
い
て
再
び
台
頭
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
複
数
政
党
制
と
い
う
政
治
的
競
合

関
係
が
、
国
民
を
政
治
動
員
し
大
衆
の
支
持
を
獲
得
す
る
た
め
の
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
緩
和
政
策
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方

で
の
大
規
模
な
農
業
機
械
化
と
都
市
部
で
の
産
業
部
門
の
発
達
に
相
関
し
た
急
激
な
都
市
化
が
、
保
守
的
な
地
方
出
身
者
の
都
市
部
へ
の
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流
入
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
社
会
的
な
流
動
性
と
困
窮
性
が
拡
大
す
る
と
、
日
常
生
活
に
基
づ
い
た
社
会
的
公
正
を
掲
げ
る
ム
ス
リ
ム
意

識
の
醸
成
と
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
国
家
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
急
激
な
社
会
的
、
経
済
的
変
化
と
日
常
生
活
に
対
す

る
諸
領
域
へ
の
国
家
的
な
統
制
、
介
入
は
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
と
相
関
関
係
に
あ
り
、
政
治
社
会
的
不
満
の
受
け
皿
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム

が
草
の
根
レ
ベ
ル
か
ら
可
視
化
を
し
て
い
っ
た
。
以
降
、
共
和
国
の
世
俗
的
国
是
と
国
民
国
家
の
不
可
分
性
を
堅
持
し
た
い
ケ
マ
リ
ス
ト

と
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
の
擁
護
と
そ
の
拡
大
、
そ
し
て
社
会
的
な
多
様
性
を
求
め
る
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
間
に
お
け
る
対
立
関
係
の
中
で
、

ト
ル
コ
は
現
在
ま
で
続
く
政
治
社
会
の
変
動
と
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
揺
れ
動
き
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
と
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
の
広
範
囲
に
お
い
て
可
視
化
し
た
現
象
で
あ（
2
）る。

権
威
主
義
的
か
つ

世
俗
的
な
国
家
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
「
上
か
ら
」
も
た
ら
さ
れ
た
近
代
化
、
西
洋
化
政
策
、
そ
し
て
経
済
開
発
は
、
例
外
な
く
大
多
数
の

国
民
の
社
会
経
済
的
上
昇
を
阻
み
、
市
民
的
な
自
由
を
奪
う
状
況
を
生
み
出
し
て
い
た
。
政
治
、
社
会
、
経
済
的
活
動
へ
の
正
当
な
参
加

が
制
限
さ
れ
る
状
況
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
で
あ
る
「
公
正
」
や
「
正
義
」
と
い
っ
た
理
念
に
根
差
し
た
ム
ス
リ
ム
意
識
の
先
鋭
化

を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
が
、
ム
ス
リ
ム
は
「
下
か
ら
の
」
草
の
根
的
活
動
を
通
じ
て
動
員
力
を
獲
得
し
な
が
ら
、
次
第
に
既
存
権
力

に
対
し
て
の
代
替
的
で
競
合
的
な
政
治
社
会
勢
力
を
形
成
、
拡
大
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
だ
が
現
在
の
国
際
関
係
上
の
主
要
な
問
題
で
あ
り
、
反
西
洋
近
代
を
掲
げ
て
い
る
と
さ
れ
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
」
や
二
〇
〇
一

年
の
九
月
一
一
日
に
生
じ
た
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を
象
徴
的
な
対
立
軸
と
し
て
「
文
明
の
衝
突
」
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に

付
随
し
た
諸
現
象
や
運
動
は
極
度
に
否
定
的
な
偏
見
や
先
入
観
に
よ
っ
て
そ
の
実
態
が
歪
曲
さ
れ
て
い
る
。
既
存
の
西
洋
近
代
化
論
に
お

い
て
は
宗
教
と
は
近
代
性
の
獲
得
に
対
す
る
障
害
で
あ
り
、
公
共
空
間
に
お
け
る
役
割
も
次
第
に
撤
退
し
て
い
く
も
の
と
さ
れ
た
。
人
権

や
諸
個
人
に
根
差
し
た
市
民
の
形
成
、
社
会
秩
序
の
世
俗
化
は
近
代
化
の
前
提
で
あ
り
、
理
性
的
行
動
が
民
主
主
義
を
も
た
ら
す
と
い
う

言
説
内
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
に
立
脚
し
た
伝
統
が
暴
力
や
政
治
的
不
安
定
を
煽
り
、
民
主
主
義
や
近
代
化
の
深
化
、
発
展

を
妨
げ
る
要
因
と
し
て
認
識
さ
れ
る
傾
向
は
現
在
で
も
根
強（
3
）い。
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
が
近
代
化
や
民
主
化
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
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か
否
か
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
以
降
に
可
視
化
し
た
一
連
の
民
主
化
運
動
で
あ
る
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
に
お
け
る
主
要
な
関
心
事
の
一
つ
で

も
あ
り
、
そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
分
析
対
象
と
す
る
ト
ル
コ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
は
こ
う
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
と
民
主
化
、
近
代
化
の
相
互
関
係
に
関
し
て
、

新
し
い
考
え
方
を
提
示
し
、
そ
の
実
践
を
行
っ
て
い
る
。
復
興
勢
力
は
ケ
マ
リ
ス
ト
に
よ
る
数
多
く
の
抑
圧
と
弾
圧
を
経
験
し
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
現
代
的
諸
条
件
下
に
お
け
る
改
革
志
向
を
前
面
に
押
し
出
し
な
が
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
政
治
社
会
運
動
を
精
力
的
に

展
開
し
て
い
る
。
同
運
動
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
主
に
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
新
自
由
主
義
経
済
の
中
で
誕
生
し
た
ム
ス
リ
ム
中
産
階
級

層
で
あ
り
、
正
当
な
政
治
参
加
と
社
会
経
済
領
域
で
の
自
由
な
諸
活
動
を
掲
げ
な
が
ら
、
そ
の
組
織
的
動
員
力
を
質
・
量
と
も
に
備
え
て

き
た
。
ト
ル
コ
の
歴
史
的
文
脈
に
お
い
て
出
現
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
と
は
、
非
民
主
主
義
的
な
手
法
を
厭
わ
な
い
強
権
主
義
的
な

国
家
権
力
に
対
抗
す
る
位
置
に
あ
り
、
市
民
社
会
側
の
目
線
に
立
ち
な
が
ら
民
主
主
義
的
価
値
観
を
是
認
す
る
勢
力
へ
と
成
長
し
て
き
た
。

こ
の
点
に
お
い
て
ト
ル
コ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
が
掲
げ
て
い
る
視
座
と
は
、
近
代
以
前
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
へ
の
回
帰
や
教
条
的
な

イ
ス
ラ
ー
ム
的
理
解
と
そ
の
実
践
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
を
時
勢
的
変
化
に
応
じ
て
柔
軟
に
変
化
、
再
解

釈
さ
せ
な
が
ら
、
市
民
の
た
め
の
包
摂
的
な
国
家
、
社
会
の
再
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
示
し
た
も
の
だ
と
言
っ
て
よ
い
。

　
以
下
で
は
ト
ル
コ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
が
如
何
な
る
歴
史
社
会
的
文
脈
に
よ
っ
て
台
頭
し
た
の
か
概
観
し
た
後
に
、
復
興
勢
力
の

中
核
を
担
う
ム
ス
リ
ム
中
産
階
級
を
中
心
と
し
た
社
会
経
済
活
動
と
政
治
的
イ
ス
ラ
ー
ム
の
変
遷
と
発
展
過
程
を
順
次
追
っ
て
い
く
。
本

稿
は
、
ケ
マ
リ
ス
ト
と
の
競
合
関
係
の
中
で
彼
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
が
獲
得
し
た
そ
の
理
念
と
実
践
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
近
代
性

や
民
主
主
義
的
価
値
観
の
獲
得
に
熱
意
を
持
っ
て
挑
戦
す
る
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
政
治
社
会
運
動
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
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二
　
複
数
政
党
制
以
降
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
現
象
（
一
九
四
五
〜
一
九
八
〇
）

㈠
　
エ
タ
テ
ィ
ズ
ム
に
よ
る
社
会
的
流
動
性
の
発
生

　
一
九
二
三
年
の
共
和
国
建
国
か
ら
の
三
〇
年
間
、
西
洋
近
代
化
を
目
指
し
た
国
民
国
家
の
言
説
と
、
ト
ル
コ
の
社
会
的
現
実
は
大
き
く

乖
離
し
て
い
た
。
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
の
掲
げ
た
ト
ル
コ
民
族
主
義
に
依
拠
し
た
西
洋
近
代
化
改
革
は
、
政
治
、
経
済
、
文
化
を
含
む
あ
ら
ゆ

る
領
域
で
の
国
家
的
支
配
を
も
た
ら
し
、
軍
部
、
司
法
、
官
僚
、
一
党
制
と
い
う
国
家
シ
ス
テ
ム
と
大
都
市
の
世
俗
的
な
近
代
エ
リ
ー
ト

の
中
で
、
新
し
い
社
会
層
の
台
頭
は
表
面
上
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
と
ケ
マ
リ
ス
ト
は
、
ト
ル
コ
を
西
洋
諸
国
と
比
肩
す
べ

く
、
富
国
強
兵
を
目
指
し
、
農
業
の
振
興
と
近
代
工
業
の
育
成
を
国
策
の
基
調
と
し
て
い
た
。
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
は
経
済
的
独
立
が
政
治
的

独
立
の
確
立
に
繫
が
る
と
し
て
、
国
営
企
業
に
よ
る
経
済
活
動
と
国
家
に
よ
る
積
極
的
な
経
済
介
入
を
支
持
し
、
エ
タ
テ
ィ
ズ
ム

（Etatism
：

国
家
資
本
主
義
）
を
基
調
と
し
た
輸
入
代
替
工
業
化
を
推
進
し
た
。
ト
ル
コ
は
八
〇
年
代
に
新
自
由
主
義
経
済
へ
と
移
行
す
る

ま
で
、
エ
タ
テ
ィ
ズ
ム
を
国
家
基
本
経
済
施
策
と
し
て
位
置
付
け
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
や
イ
ズ
ミ
ー
ル
、
首
都
ア
ン
カ
ラ
を
中
心
と
し
た

西
部
大
都
市
で
の
工
業
化
を
促
進
し
、
エ
タ
テ
ィ
ズ
ム
に
従
事
す
る
都
市
部
の
エ
リ
ー
ト
層
は
資
本
を
独
占
的
に
蓄
積
す
る
こ
と
で
財
閥
、

大
企
業
を
形
成
し
、
ト
ル
コ
経
済
を
牽
引
し
て
い
っ（
4
）た。

　
一
方
で
、
西
部
都
市
部
以
外
の
地
方
に
住
む
大
部
分
の
国
民
の
生
活
状
況
は
何
ら
改
善
さ
れ
て
お
ら
ず
、
健
康
、
教
育
、
福
祉
、
イ
ン

フ
ラ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
は
じ
め
、
生
活
・
社
会
環
境
も
劣
悪
で
あ
っ
た
。
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
ら
に
よ
る
諸
改
革
は
建
国
か

ら
約
二
〇
年
の
う
ち
に
行
わ
れ
、
国
家
と
社
会
の
世
俗
化
は
少
な
く
と
も
「
法
的
に
は
」
達
成
さ
れ
て
い
た
が
、
多
く
の
国
民
に
と
っ
て

西
洋
近
代
化
改
革
は
無
縁
で
あ
り
続
け
、
人
々
は
共
和
国
建
国
以
前
と
変
わ
ら
な
い
保
守
的
で
封
建
制
が
維
持
さ
れ
た
農
村
社
会
で
の
集
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団
生
活
を
継
続
し
て
い
た
。
五
〇
年
代
ま
で
の
共
和
国
改
革
期
に
か
け
て
は
、
人
口
移
動
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
て
お
ら（
5
）ず、
既
に
近
代
化

さ
れ
た
都
市
部
で
の
生
活
を
送
る
世
俗
的
な
エ
リ
ー
ト
層
と
、
国
民
の
大
部
分
を
占
め
る
地
方
部
で
の
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
を
強
く
保

持
し
た
保
守
的
な
農
民
層
と
い
う
固
定
的
な
枠
組
み
が
「
中
央
―
周
辺
」
と
い
う
二
極
化
し
た
社
会
構
造
と
し
て
定
着
し
て
い
っ（
6
）た。

　
だ
が
、
こ
う
し
た
「
中
央
―
周
辺
」
と
い
う
社
会
的
な
枠
組
み
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
国
家
に
よ
る
大
規
模
な
農
地
改
革
に
よ
っ
て
次

第
に
変
容
し
て
い
っ
た
。
一
九
五
一
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
内
、
農
業
部
門
が
占
め
る
割
合
は
五
二
％
、
そ
し
て
総
労
働
人
口
の
実
に
八
四
％
が

農
業
従
事
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
は
大
規
模
な
市
場
で
あ
っ
た
。
国
家
は
更
な
る
農
地
面
積
の
拡
大
と
生
産
率
の
上
昇
の
た
め
に
農

業
の
機
械
化
を
図
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
伝
統
農
業
を
解
体
さ
せ
、
農
村
社
会
を
市
場
経
済
へ
と
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、
周
辺
地
域
の

社
会
経
済
構
造
を
変
化
さ
せ（
7
）た。
最
終
的
に
農
業
機
械
化
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
を
奪
わ
れ
た
小
作
人
は
、
新
た
な
生
活
基
盤
を
築
い
て
い

く
た
め
に
、
家
族
を
連
れ
て
の
都
市
部
へ
の
移
住
を
決
意
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
約
八
〇
〇
万
人

の
国
内
移
民
が
発
生
し
た
と
さ
れ
る（
8
）が、
彼
ら
の
移
住
理
由
は
求
職
目
的
と
収
入
の
増
加
で
あ
っ（
9
）た。
西
洋
近
代
化
や
世
俗
化
と
い
っ
た

概
念
に
無
縁
で
あ
っ
た
地
方
出
身
者
は
、
伝
統
的
な
、
そ
し
て
ム
ス
リ
ム
と
し
て
保
守
的
な
価
値
観
を
有
し
な
が
ら
、
西
洋
近
代
化
さ
れ

た
都
市
部
で
の
新
た
な
生
活
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
結
果
的
に
急
激
な
都
市
化
は
都
市
環
境
の
悪
化
を
招
き
、
国
内
移
民
を
住
居
者
と
し
た
ス
ラ
ム
街
で
あ
る
ゲ
ジ
ェ
コ
ン
ド
ゥ

（gecekondu

）
が
ト
ル
コ
の
各
都
市
に
形
成
さ
れ
）
10
（
た
。
都
市
内
で
は
公
共
教
育
を
ま
と
も
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
低
賃
金
の
非
熟
練

と
し
て
単
純
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
る
若
者
や
就
労
で
き
な
い
人
々
が
溢
れ
か
え
り
、
ト
ル
コ
は
七
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
相
次
ぐ
テ
ロ

と
社
会
秩
序
の
崩
壊
、
そ
し
て
秩
序
回
復
を
目
指
し
た
軍
部
に
よ
る
大
規
模
な
ク
ー
デ
タ
ー
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
ケ
マ
リ
ス
ト
改

革
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
社
会
経
済
的
な
地
域
間
格
差
の
拡
大
や
社
会
構
造
の
変
化
、
そ
し
て
宗
教
的
抑
圧
は
周
辺
化
さ
れ
た
人
々
の

ム
ス
リ
ム
意
識
の
醸
成
と
と
も
に
、
次
第
に
政
治
、
経
済
、
教
育
へ
の
参
与
を
促
し
て
い
っ
た
。
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
す
る
疑
問
視
、

そ
し
て
国
内
矛
盾
と
公
正
さ
の
欠
如
は
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
を
可
視
化
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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㈡
　
民
主
党
政
権
下
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
現
象
の
可
視
化

　
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
の
意
思
を
継
ぎ
、
西
洋
近
代
化
改
革
の
拡
大
、
浸
透
に
一
定
の
目
途
が
付
い
た
Ｃ
Ｈ
Ｐ
は
、
一
九
四
五
年
の
第
二
次
世

界
大
戦
の
終
了
と
と
も
に
ケ
マ
リ
ス
ト
の
悲
願
で
あ
る
西
洋
世
界
へ
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
べ
く
複
数
政
党
制
を
導
入
し
た
。
軍
部
や
官

僚
、
司
法
、
大
学
と
い
っ
た
国
家
機
関
は
依
然
と
し
て
そ
の
権
力
構
造
を
維
持
し
て
い
く
一
方
で
、
Ｃ
Ｈ
Ｐ
は
四
〇
年
代
半
ば
に
は
既
に

政
治
的
競
合
関
係
を
経
験
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
ス
タ
ン
ス
を
変
容
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
の
一
端
が
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る

緩
和
政
策
で
あ
る
。
複
数
政
党
制
と
い
う
新
た
な
政
治
的
機
会
の
場
の
出
現
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
に
訴
え
る
こ
と
で
票
を
獲
得
し

て
い
く
と
い
う
政
治
的
潮
流
を
発
生
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｈ
Ｐ
に
よ
っ
て
四
八
年
に
は
モ
ス
ク
巡
礼
が
解
禁
さ
れ
、
一
九
二
五
年
に
閉

鎖
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
者
廟
も
復
活
し
た
。
ま
た
両
親
の
許
可
を
得
る
形
で
、
週
二
時
間
の
選
択
制
の
宗
教
教
育
が
初
等
教
育
で
可

能
と
な
っ
た
。
四
九
年
に
は
国
立
ア
ン
カ
ラ
大
学
で
神
学
部
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
保
守
層
の
票
田
獲
得
を
目
的
と
し
た
緩
和

政
策
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｈ
Ｐ
は
一
九
五
〇
年
の
国
政
選
挙
に
よ
っ
て
、
中
道
右
派
で
あ
り
周
辺
勢
力
に
よ
っ
て
結
党
さ
れ
た
民
主
党
（
Ｄ

Ｐ
）
に
敗
北
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
五
〇
年
の
国
政
選
挙
の
結
果
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
の
擁
護
が
ト
ル
コ
国
民
の
選
挙
票
に
対
し
て
決
定
的
な
役
割
を
持
つ
だ
け
で

な
く
、
一
連
の
近
代
化
改
革
に
よ
る
公
共
空
間
か
ら
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
持
つ
影
響
力
の
排
除
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
露
呈
さ
せ
た
。

そ
し
て
宗
教
的
価
値
観
の
擁
護
だ
け
で
は
大
規
模
な
票
は
獲
得
で
き
ず
、
社
会
経
済
的
利
益
を
国
民
に
享
受
さ
せ
る
こ
と
が
投
票
を
左
右

し
て
い
く
こ
と
も
明
示
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｈ
Ｐ
は
強
権
主
義
的
手
法
に
よ
っ
て
地
方
で
も
多
く
の
弾
圧
を
行
い
、
何
よ
り
も
一
方
的
な
「
上

か
ら
の
」
西
洋
近
代
化
を
押
し
付
け
る
こ
と
で
日
常
生
活
に
根
付
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム
的
諸
制
度
や
施
設
を
排
除
し
た
こ
と
か
ら
、
地
方
に

お
い
て
反
感
を
生
み
出
し
て
い
た
が
、
加
え
て
Ｃ
Ｈ
Ｐ
が
地
方
に
対
し
て
生
活
環
境
や
収
入
の
改
善
を
促
す
よ
う
な
施
策
を
何
ら
提
供
で

き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
支
持
の
低
迷
下
を
招
く
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
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Ｄ
Ｐ
は
世
俗
体
制
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
信
仰
心
の
厚
い
一
般
大
衆
の
支
持
獲
得
を
目
指
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｈ
Ｐ
が
着
手
し
て
き
た
宗
教

規
制
の
緩
和
を
受
け
継
ぎ
、
拡
大
し
て
い
っ
た
。
Ｄ
Ｐ
は
世
俗
的
な
教
育
と
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
の
両
者
を
併
せ
持
っ
た
宗
教
指
導
者

の
育
成
機
関
で
あ
り
、
共
和
国
建
国
以
降
に
閉
鎖
さ
れ
た
イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
を
再
開
講
し
た
。
ま
た
定
時
礼
拝
へ
の
呼
び
か
け

で
あ
る
ア
ザ
ー
ン
を
ア
ラ
ビ
ア
語
で
行
う
こ
と
を
許
可
し
、
ラ
ジ
オ
で
の
ク
ル
ア
ー
ン
の
読
誦
も
解
禁
し
た
。
続
け
て
宗
教
部
門
の
監
督

を
司
る
宗
務
庁
の
予
算
を
大
幅
に
増
大
さ
せ
、
国
内
の
二
万
あ
ま
り
の
モ
ス
ク
を
修
復
、
新
築
す
る
こ
と
で
、
国
民
の
宗
教
的
な
要
望
を

満
た
し
て
い
っ
）
11
（
た
。

　
Ｄ
Ｐ
は
ヌ
ル
ジ
ュ
（N

urcu
）
や
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
（N

akshibendi

）、
ス
レ
イ
マ
ン
ジ
ュ
（Suley m

ancu

）
と
い
っ
た
ケ
マ
リ
ス

ト
の
支
配
を
逃
れ
る
た
め
に
地
下
に
潜
行
し
て
の
非
合
法
な
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
を
行
っ
て
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
団
、
組
織
か
ら
の
支
援
も

受
け
て
お
り
、
彼
ら
が
有
す
る
凝
集
力
を
選
挙
基
盤
と
し
て
獲
得
し
て
い
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
は
非
合
法
な
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
機
関

と
し
て
ク
ル
ア
ー
ン
学
校
を
有
し
て
い
た
が
、
Ｄ
Ｐ
は
ク
ル
ア
ー
ン
学
校
の
運
営
を
事
実
上
黙
認
し
て
お
り
、
一
九
五
六
年
に
七
〇
校
程

度
で
あ
っ
た
同
校
は
、
五
九
年
に
は
一
〇
〇
〇
校
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
加
え
て
Ｄ
Ｐ
政
権
下
に
お
い
て
は
、
宗
教
組
織
数
が
劇
的
に
増

加
し
て
お
り
、
一
九
五
〇
年
に
一
五
四
し
か
な
か
っ
た
宗
教
組
織
数
は
六
〇
年
に
は
五
一
〇
四
と
な
る
な
ど
、
そ
の
総
数
は
約
三
三
倍
へ

と
膨
れ
上
が
っ
て
い
）
12
（

る
。
増
加
し
て
い
っ
た
宗
教
組
織
の
活
動
は
国
内
の
モ
ス
ク
や
ク
ル
ア
ー
ン
学
校
の
増
加
に
貢
献
し
て
お
り
、
宗
教

的
組
織
の
構
築
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
が
次
第
に
ト
ル
コ
社
会
で
大
き
く
可
視
化
を
し
て
い
く
契
機
と
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
モ
ス
ク
の

増
大
は
都
市
部
に
お
い
て
困
窮
し
て
い
っ
た
国
内
移
民
の
人
々
が
活
発
な
相
互
援
助
を
行
い
、
更
に
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
意
識
を
醸
成
さ

せ
る
場
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
）
13
（
も
、
Ｄ
Ｐ
政
権
下
に
お
け
る
一
連
の
イ
ス
ラ
ー
ム
緩
和
政
策
は
既
存
体
制
の
枠
組
み
内
で
の
市
民
活

動
を
活
発
化
さ
せ
、
周
辺
の
人
々
が
持
つ
影
響
力
を
中
央
に
対
し
て
相
対
的
に
増
加
さ
せ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｄ
Ｐ
は
最
終
的
に
は
極
端
な
イ
ス
ラ
ー
ム
緩
和
政
策
と
独
裁
化
に
走
り
、
そ
し
て
数
多
く
の
汚
職
と
反
民
主
主
義
的
政
策
を
晩
年
に

行
っ
た
こ
と
を
理
由
に
六
〇
年
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
解
体
、
党
首
の
メ
ン
デ
レ
ス
（Adnan M

enderes

）
を
は
じ
め
、
主
要
幹
部
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は
処
刑
さ
れ
た
。
だ
が
、
Ｄ
Ｐ
政
権
下
で
も
た
ら
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
の
気
運
は
、
六
〇
年
代
以
降
に
Ｄ
Ｐ
の
後
継
政
党
と
な
っ
た

正
義
党
（
Ｊ
Ｐ
）
に
よ
っ
て
も
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
を
含
め
た
周
辺
的
利
害
を
代
表
す
る
「
中
道
右
派
政
党
」

の
政
治
的
立
ち
位
置
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
複
数
政
党
制
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
政
治
的
競
合
関
係
は
選
挙
基
盤
の
確
立
の
た
め
の
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
の

擁
護
と
拡
大
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
一
連
の
緩
和
政
策
と
は
あ
く
ま
で
も
政
治
的
動
員
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

諸
個
人
に
お
け
る
自
由
な
イ
ス
ラ
ー
ム
的
主
張
や
活
動
は
、
国
家
の
枠
組
み
内
に
お
い
て
依
然
と
し
て
制
限
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
た
と
え
そ
れ
が
政
治
的
意
図
に
よ
っ
て
上
か
ら
付
与
さ
れ
た
新
た
な
機
会
の
場
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
表
面
化
せ

ず
に
潜
行
し
て
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
が
、
秩
序
だ
っ
た
組
織
と
し
て
ト
ル
コ
社
会
内
で
新
た
に
可
視
化
し
て
い
く
土
壌
が
五
〇
年
代
に

は
既
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。

㈢
　
多
様
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
噴
出
と
社
会
的
騒
乱

　
一
九
六
〇
年
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
後
に
制
定
さ
れ
た
六
一
年
憲
法
は
、
ト
ル
コ
史
上
最
も
民
主
的
な
憲
法
で
あ
っ
た
。
同
憲
法
に
よ
っ
て

市
民
的
自
由
、
社
団
設
立
と
報
道
、
出
版
の
自
由
、
信
仰
と
宗
教
活
動
の
自
由
、
結
社
に
よ
る
政
治
活
動
の
自
由
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
自
由
、

そ
し
て
大
学
の
自
治
が
認
め
ら
れ
、
国
民
の
諸
活
動
に
対
し
て
の
一
定
の
脱
集
権
化
が
行
わ
れ
）
14
（
た
。
六
〇
年
代
の
脱
集
権
化
の
潮
流
を
受

け
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
は
引
き
続
き
モ
ス
ク
や
ク
ル
ア
ー
ン
学
校
、
イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
の
増
設
関
連
の
宗
教
的
社
団
を
設
立

し
て
お
り
、
公
共
教
育
外
に
お
け
る
宗
教
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
が
、
更
に
六
〇
年
代
後
半
に
は
ト
ル
コ
史
上
初
の
イ
ス

ラ
ー
ム
政
党
も
設
立
さ
れ
て
い
る
。
六
一
年
憲
法
第
一
九
条
で
は
「
何
人
も
宗
教
原
則
と
宗
教
を
利
用
し
、
社
会
、
経
済
、
政
治
、
法
的

枠
組
み
を
変
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
自
身
の
政
治
的
利
害
を
達
成
す
る
た
め
に
宗
教
を
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
）
15
（
ら
、
最
初
の
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
で
あ
る
国
民
秩
序
党
（
Ｍ
Ｎ
Ｐ
）
は
六
〇
年
ク
ー
デ
タ
ー
後
に
設
置
さ
れ
た
憲
法
裁
判
所
に
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よ
る
解
党
命
令
を
受
け
て
い
る
。
だ
が
直
後
の
七
二
年
に
は
後
継
政
党
で
あ
る
国
民
救
済
党
（
Ｍ
Ｓ
Ｐ
）
が
設
立
さ
れ
、
ケ
マ
リ
ス
ト
や

世
俗
主
義
、
資
本
の
独
占
を
招
い
て
い
る
国
家
エ
リ
ー
ト
と
大
財
閥
、
そ
し
て
シ
オ
ニ
ズ
ム
や
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
を
痛
烈
に
批
判
し
つ
つ

も
、
既
存
の
政
治
体
制
の
中
で
連
立
政
権
に
参
加
し
、
主
に
教
育
関
連
の
宗
教
政
策
を
着
実
に
実
現
さ
せ
て
い
っ
た
。
Ｍ
Ｓ
Ｐ
は
明
白
な

イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
で
あ
り
、
党
の
綱
領
で
あ
る
「
ム
ス
リ
ム
共
同
体
の
視
座
（M

illi G
orus

）」
は
反
西
洋
と
親
イ
ス
ラ
ー
ム
を
掲
げ
な
が

ら
、
低
所
得
者
層
に
対
す
る
手
厚
い
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
）
16
（

た
。
こ
れ
は
ト
ル
コ
に
お
け
る
政
治
的
議
論

の
境
界
線
を
拡
大
さ
せ
、
中
道
右
派
と
は
異
な
る
よ
り
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
を
重
視
し
た
「
政
治
的
イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
い
う
新
た
な
政

治
勢
力
を
ト
ル
コ
政
治
領
域
に
組
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
Ｍ
Ｓ
Ｐ
は
前
身
の
Ｍ
Ｎ
Ｐ
と
は
異
な
り
、
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
即
座
に
解
党
さ
れ
ず
に
周
辺
化
さ
れ
て
い
る
人
々
を
掬
い
上
げ
る
機

能
を
果
た
し
な
が
ら
、
連
立
政
権
に
参
加
す
る
こ
と
で
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
と
し
て
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
っ
た
が
、
政
治
的
イ
ス
ラ
ー

ム
が
ト
ル
コ
の
政
治
領
域
で
合
法
的
な
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
は
軍
部
の
意
向
で
あ
っ
た
と
も
指
摘
さ
れ
）
17
（
る
。
確
か
に
六
〇
年
憲
法
は
そ

の
リ
ベ
ラ
ル
志
向
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
の
自
律
的
な
組
織
化
や
諸
活
動
を
推
進
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
穏
健
で
教
育
熱
心
な
イ
ス

ラ
ー
ム
勢
力
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
厳
し
い
ケ
マ
リ
ス
ト
の
統
制
の
中
で
抑
圧
さ
れ
て
き
た
様
々
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
集
団
の
大
規
模
な

台
頭
と
左
派
集
団
を
中
心
と
し
た
政
治
的
暴
力
を
も
促
す
こ
と
に
な
っ
）
18
（

た
。
ト
ル
コ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
、
次
第
に
共
産
主
義
や

極
左
集
団
に
対
抗
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
認
識
さ
れ
、
社
会
秩
序
と
統
合
を
再
構
築
し
て
い
く
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ツ
ー
ル
と
し
て

国
家
に
採
用
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
既
に
六
〇
年
代
半
ば
に
か
け
て
、
ト
ル
コ
都
市
部
で
の
急
速
な
産
業
化
と
地
方
か
ら
都
市
部
へ
と
大
量
流
入
し
始
め
た
国
内
移
民
に
よ

る
都
市
化
が
、
都
市
環
境
や
住
宅
事
情
、
治
安
を
大
幅
に
悪
化
さ
せ
て
い
た
。
正
規
の
労
働
市
場
や
教
育
か
ら
疎
外
さ
れ
た
大
量
の
若
者

や
貧
困
層
の
人
々
、
そ
し
て
劣
悪
な
労
働
環
境
に
置
か
れ
た
労
働
者
を
中
心
と
し
た
大
規
模
な
暴
動
や
デ
モ
が
一
二
〇
回
以
上
も
発
生
し

て
お
り
、
警
官
隊
と
の
衝
突
で
多
く
の
死
傷
者
が
出
る
な
ど
、
社
会
不
安
が
全
国
各
地
で
顕
現
化
し
て
い
）
19
（
た
。
ト
ル
コ
で
は
六
三
年
に
初
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め
て
労
働
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
労
働
組
合
の
中
で
も
左
派
、
急
進
左
派
、
極
右
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
具
合
に
様
々
な
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
政
治
的
発
言
力
の
増
大
を
目
指
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
が
頻
発
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主

義
者
や
超
国
家
主
義
者
、
ク
ル
ド
民
族
主
義
者
に
よ
る
武
力
闘
争
に
よ
っ
て
ケ
マ
リ
ス
ト
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
支
配
か
ら
の
脱
却
と
社
会

変
革
を
掲
げ
る
組
織
も
次
々
と
登
場
し
て
い
く
な
ど
、
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
の
二
〇
年
間
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
ケ
マ
リ
ス
ト
主
導
に
よ

る
諸
政
策
に
よ
る
国
家
統
合
へ
の
限
界
が
露
呈
し
、
激
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
に
よ
る
社
会
秩
序
の
崩
壊
に
直
面
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　
六
一
年
か
ら
六
五
年
に
か
け
て
は
、
Ｃ
Ｈ
Ｐ
が
首
班
と
な
っ
た
連
立
政
権
が
国
政
を
担
い
、
六
五
年
か
ら
七
一
年
に
か
け
て
は
Ｄ
Ｐ
の

後
継
政
党
で
あ
る
Ｊ
Ｐ
が
単
独
政
権
を
築
い
た
が
、
い
ず
れ
の
政
権
も
政
治
家
の
暗
殺
や
全
国
各
地
で
の
爆
弾
テ
ロ
、
大
規
模
な
暴
動
と

い
っ
た
政
治
的
暴
力
に
効
果
的
に
対
処
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
政
治
機
能
は
次
第
に
麻
痺
し
て
い
っ
た
。
軍
部
は
七
一
年
に
社
会
秩
序
と

政
治
機
能
の
回
復
を
目
指
し
た
二
度
目
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
が
、
ト
ル
コ
の
政
治
社
会
領
域
に
お
け
る
ア
ナ
ー
キ
ー
に
歯
止

め
が
か
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
七
三
年
に
発
生
し
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
国
内
産
業
は
著
し
く
停
滞
し
、
高
い
イ
ン

フ
レ
率
と
生
活
コ
ス
ト
の
上
昇
が
国
民
生
活
を
大
き
く
疲
弊
さ
せ
て
い
っ
た
。
六
七
年
に
は
一
五
一
万
人
に
達
し
て
い
た
失
業
者
は
、
七

〇
年
に
は
二
〇
〇
万
人
、
七
八
年
に
は
三
五
〇
万
人
を
超
え
る
な
ど
破
滅
的
な
数
値
と
な
っ
て
お
り
、
町
に
は
失
業
者
が
溢
れ
か
え
っ
て

い
）
20
（

た
。
こ
う
し
た
経
済
危
機
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
〇
年
代
は
お
よ
そ
一
〇
年
間
の
中
で
一
一
回
も
の
政
権
交
代
が
行
わ
れ
る
と
い
う
議

会
の
混
乱
と
機
能
不
全
が
発
生
す
る
な
ど
、
政
治
的
、
社
会
的
混
乱
は
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
。

　
七
〇
年
代
の
政
治
社
会
の
混
乱
に
よ
り
、
ト
ル
コ
の
発
展
は
少
な
く
と
も
三
〇
年
は
遅
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
）
21
（

が
、
実
際
に
七
五
年
か

ら
八
〇
年
に
か
け
て
は
五
〇
〇
〇
人
以
上
が
暴
動
や
テ
ロ
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
一
万
五
〇
〇
〇
人
が
負
傷
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
）
22
（

る
。

ケ
マ
リ
ス
ト
に
よ
る
長
期
的
な
西
部
都
市
部
を
優
先
し
た
国
家
独
裁
型
の
開
発
主
義
と
全
体
主
義
的
な
国
家
統
合
を
行
う
た
め
に
実
施
し

て
き
た
様
々
な
抑
圧
、
弾
圧
政
策
が
、
国
内
に
様
々
な
矛
盾
を
募
ら
せ
て
い
き
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
が
様
々
な
社
会
経
済
的
不
満
と
相

乗
す
る
形
で
、
ト
ル
コ
各
地
で
噴
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
軍
部
は
三
度
目
と
な
る
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
八
〇
年
に
引
き
起
こ
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す
こ
と
で
、
ト
ル
コ
の
政
治
社
会
の
再
構
築
と
秩
序
の
回
復
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
国
民
的

紐
帯
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
国
家
の
再
統
合
を
促
す
と
期
待
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
の
国
家
化
と
普
及
で
あ
っ
た
。

㈣
　
八
〇
年
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
と
ト
ル
コ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
総
合
政
策
（
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）

　
社
会
秩
序
と
民
主
主
義
の
回
復
、
そ
し
て
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
の
共
和
国
守
護
を
目
指
し
て
行
わ
れ
た
八
〇
年
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
は
六
〇
年
、

七
一
年
に
行
わ
れ
た
過
去
二
回
の
ク
ー
デ
タ
ー
と
比
較
し
て
も
徹
底
し
た
弾
圧
と
処
罰
を
政
治
社
会
領
域
に
科
し
て
い
る
。
同
ク
ー
デ

タ
ー
で
は
、
①
全
政
党
の
閉
鎖
と
政
治
家
の
政
治
活
動
の
停
止
、
②
三
分
の
二
の
労
働
組
合
と
二
万
三
六
七
七
の
市
民
社
会
組
織
が
閉
鎖
、

③
六
五
万
人
が
拘
留
さ
れ
る
、
④
一
六
八
万
三
〇
〇
〇
人
が
国
家
へ
の
脅
威
と
し
て
特
定
化
さ
れ
る
、
⑤
二
三
万
人
が
裁
判
に
か
け
ら
れ

る
、
⑥
五
一
七
名
に
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
、
五
〇
名
が
実
際
に
処
刑
さ
れ
る
、
⑦
七
万
一
〇
〇
〇
人
が
共
産
主
義
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
禁
じ

た
憲
法
第
一
四
一
、
一
四
二
条
違
反
、
そ
し
て
反
世
俗
行
動
を
禁
じ
た
憲
法
第
一
六
三
条
違
反
で
裁
か
れ
た
、
⑧
拘
留
中
、
三
〇
〇
名
が

不
審
死
し
、
一
七
一
名
が
拷
問
に
よ
っ
て
死
亡
し
て
い
る
、
⑨
二
九
九
名
が
拘
留
中
に
死
亡
、
⑩
三
万
人
が
危
険
人
物
と
し
て
特
定
化
さ

れ
た
こ
と
で
失
業
す
る
、
⑪
一
万
四
〇
〇
〇
人
が
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
剝
奪
さ
れ
る
、
⑫
三
八
万
八
〇
〇
〇
人
が
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
を

拒
否
さ
れ
る
、
⑬
一
万
名
が
政
治
犯
と
し
て
他
国
に
亡
命
し
た
、
⑭
三
八
五
四
名
の
教
師
、
一
二
〇
名
の
大
学
教
員
が
解
雇
さ
れ
る
、
⑮

九
三
七
本
の
映
画
が
禁
止
さ
れ
、
合
計
で
三
九
ト
ン
分
の
新
聞
、
雑
誌
が
回
収
さ
れ
破
棄
さ
れ
て
い
）
23
（
る
。

　
軍
部
は
国
内
の
暴
力
と
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
鎮
圧
す
る
こ
と
を
最
優
先
事
項
と
し
、
民
主
主
義
を
低
下
さ
せ
て
い
る
無
能
な
議
会
を
解
散
さ

せ
た
。
軍
政
が
敷
か
れ
、
軍
部
主
導
に
よ
る
国
民
の
画
一
性
と
安
定
し
た
社
会
の
再
確
立
が
目
指
さ
れ
、
国
家
へ
の
忠
誠
を
再
創
造
す
る

こ
と
が
急
務
と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
軍
部
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
の
が
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
や
ム
ス
リ
ム
共
同
体
意
識
を
ト
ル
コ
民
族
主

義
と
融
合
さ
せ
た
ト
ル
コ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
総
合
政
策
（TIS: Turk-Islam

 Sentezi
）
で
あ
）
24
（

る
。
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
既
に
政
治

的
領
域
に
お
い
て
は
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
の
擁
護
と
は
票
田
獲
得
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
化
し
て
お
り
、
上
か
ら
の
緩
和
政
策
に
よ
っ
て
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イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
は
そ
の
組
織
数
と
メ
ン
バ
ー
を
劇
的
に
増
加
さ
せ
て
き
た
。
社
会
構
造
の
時
勢
的
変
化
の
中
で
、
国
家
は
擁
護
と
統
制

を
切
り
替
え
な
が
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
を
支
配
し
て
き
た
と
言
え
る
が
、
七
〇
年
代
の
国
家
的
な
ア
ナ
ー
キ
ー
を
前
に
し
て
、
ケ
マ
リ
ス
ト
は

こ
れ
ま
で
の
固
定
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
再
考
・
修
正
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
柔
軟
性
に
富
み
な

が
ら
、
幅
広
い
人
々
を
糾
合
す
る
同
胞
精
神
に
根
差
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
新
た
に
ト
ル
コ
国
民
に
供
給
す
る
こ
と
で
あ
り
、

様
々
な
利
害
対
立
に
よ
っ
て
生
じ
た
社
会
的
亀
裂
を
包
摂
的
に
修
復
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
既
に
八
〇
年
ク
ー
デ
タ
ー
直
前
の
一
九
八
〇
年
九
月
六
日
に
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｐ
の
党
首
で
あ
っ
た
ネ
ジ
メ
ッ
テ
ィ
ン
・
エ
ル
バ
カ
ン

（N
ecm
ettin Erbakan

）
が
党
幹
部
を
引
き
連
れ
て
、
ト
ル
コ
の
秩
序
回
復
と
シ
ャ
リ
ー
ア
（
イ
ス
ラ
ー
ム
法
）
の
導
入
を
掲
げ
た
「
エ
ル

サ
レ
ム
救
済
」
デ
モ
行
進
を
行
っ
て
い
た
。
エ
ル
バ
カ
ン
は
憲
法
第
一
六
三
条
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
反
世
俗
的
な
宗
教
の
政
治
利
用
を
理

由
と
し
て
、
憲
法
裁
判
所
に
起
訴
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
超
国
家
主
義
者
や
極
左
活
動
家
が
国
家
へ
の
反
動
勢
力
と
し
て
極
刑
を
受
け

る
中
で
即
座
に
釈
放
さ
れ
て
お
り
、
後
継
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
で
あ
る
福
祉
党
（
Ｒ
Ｐ
）
を
ク
ー
デ
タ
ー
後
に
設
立
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て

い
）
25
（
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
軍
部
は
世
俗
主
義
を
維
持
す
る
傍
ら
で
、
ア
ナ
ー
キ
ー
や
共
産
主
義
、
暴
力
的
な
極
左
活
動
に
対
抗
す
る
た
め

に
政
治
領
域
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
派
に
対
し
て
も
寛
容
な
視
座
の
下
で
、
合
法
的
な
地
位
を
与
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
八

〇
年
代
以
降
、
Ｔ
Ｉ
Ｓ
の
一
部
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
は
正
式
な
ト
ル
コ
の
国
家
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
機
能
し
、
国
家
と
社
会
の
再
創

造
を
行
う
た
め
の
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
っ
た
。

　
Ｔ
Ｉ
Ｓ
は
一
九
七
〇
年
に
共
産
主
義
の
脅
威
か
ら
ト
ル
コ
の
国
民
性
を
守
る
た
め
に
結
成
さ
れ
た
保
守
的
な
知
識
人
、
大
学
教
授
ら
を

中
心
と
す
る
「
知
識
人
の
炉
辺
（Aydinlar O

cagi

）」
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
、
軍
部
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
。「
知
識
人
の
炉
辺
」
に
よ
る

な
ら
ば
、
ト
ル
コ
の
急
速
で
強
制
的
な
西
洋
化
は
失
策
で
あ
り
、
極
度
の
物
質
主
義
と
利
己
主
義
、
個
人
主
義
は
ト
ル
コ
人
か
ら
道
徳
心

を
奪
い
、
人
々
の
疎
外
化
を
招
い
た
と
す
）
26
（
る
。
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
を
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
道
徳
心
に
根
付
か
せ
る
こ
と
で
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
を
超
え
た
ト
ル
コ
国
民
の
一
体
性
が
回
復
さ
れ
る
と
と
も
に
、
社
会
的
騒
乱
の
収
束
が
可
能
に
な
る
と
主
張
し
て
い
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た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
指
導
者
で
あ
る
国
家
イ
マ
ー
ム
を
父
に
持
ち
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
主
導
し
た
ケ
ナ
ン
・
エ
ヴ
レ
ン
統
合
参
謀
本
部
議

長
（Kenan Evren

）
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
理
解
も
他
の
軍
高
官
や
ケ
マ
リ
ス
ト
よ
り
も
寛
容
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
）
27
（

り
、
こ
の
点

に
お
い
て
軍
部
と
Ｔ
Ｉ
Ｓ
の
親
和
性
は
高
く
、
そ
の
目
的
と
思
惑
は
一
致
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
Ｔ
Ｉ
Ｓ
は
一
九
八
二
年
一
〇
月
一
八
日
の
首
相
府
国
家
計
画
庁
国
民
文
化
報
告
書
に
よ
っ
て
、
正
式
に
ト
ル
コ
国
家
の
最
優
先
の
文
化

政
策
へ
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｉ
Ｓ
の
目
的
は
左
傾
化
し
た
若
者
の
脱
政
治
化
と
道
徳
心
の
回
復
、
そ
し
て
新
た
な
国
民
文
化
と

国
民
意
識
の
再
創
造
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
理
念
の
普
及
と
施
策
は
主
に
宗
務
庁
と
教
育
省
を
中
心
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

教
育
省
の
監
督
下
で
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
は
公
立
の
小
中
高
で
義
務
化
さ
れ
た
、
ま
た
こ
れ
ま
で
神
学
部
の
み
へ
の
進
学
が
可
能
で
あ
っ
た

イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
の
卒
業
生
は
、
専
門
領
域
外
の
大
学
学
部
へ
の
進
学
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
後
に
高
学
歴
世
代
の
ム
ス
リ

ム
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
）
28
（

る
。
加
え
て
軍
部
と
知
識
人
の
炉
辺
が
中
心
と
な
っ
て
制
定
し
た
一
九
八
二
年
憲
法
第
二
四
条
に

お
い
て
も
イ
ス
ラ
ー
ム
が
初
等
、
中
等
教
育
で
の
必
修
科
目
に
す
る
点
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
公
共
空
間
か
ら
の
排
除
が
求
め
ら
れ
た
イ

ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
は
国
民
的
紐
帯
と
し
て
再
構
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
民
創
造
の
根
幹
で
あ
る
教
育
部
門
に
合
法
的
に
出
現
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
宗
務
庁
は
ト
ル
コ
国
内
の
モ
ス
ク
増
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
や
、
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
関
連
事
業
を
担
当
し
、

八
〇
年
代
以
降
の
ト
ル
コ
の
公
共
空
間
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
宗
教
の
監
督
、
抑
制
の
立
場
か
ら
宗
教
復
興
へ
と
大
い

に
参
与
し
て
い
っ
た
。㈤

　
小
　
括

　
共
和
国
建
国
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
ト
ル
コ
は
三
度
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
経
験
し
な
が
ら
そ
の
度
の
社
会
の
再
構
築
を
行
っ
て

き
た
が
、
そ
れ
は
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
改
革
が
行
っ
て
き
た
諸
政
策
の
歪
み
を
要
因
と
し
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
ケ
マ
リ
ス
ト
は
ア
タ

テ
ュ
ル
ク
改
革
の
視
座
を
受
け
継
ぎ
、
ト
ル
コ
の
世
俗
化
と
西
洋
近
代
化
を
掲
げ
、
国
家
基
盤
の
基
礎
を
構
築
し
て
き
た
が
、
そ
の
急
激
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な
産
業
化
や
都
市
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
社
会
経
済
的
な
格
差
拡
大
と
、
宗
教
的
、
民
族
的
、
社
会
的
多
様
性
へ
の
抑
圧
を
厭
わ
な
い
強
権

主
義
的
な
手
法
に
よ
る
画
一
性
を
追
求
し
た
国
民
と
社
会
の
創
造
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
根
本
的
な
修
正
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。

　
だ
が
、
ケ
マ
リ
ス
ト
勢
力
の
特
性
、
特
に
強
固
な
世
俗
性
を
誇
張
し
、
反
イ
ス
ラ
ー
ム
的
態
度
を
永
続
的
か
つ
固
定
的
に
捉
え
る
こ
と

は
、
世
俗
主
義
と
イ
ス
ラ
ー
ム
が
競
合
し
、
時
に
は
共
存
し
て
き
た
ト
ル
コ
の
歴
史
的
背
景
を
単
純
化
し
て
い
く
お
そ
れ
が
あ
る
だ
ろ
う
。

第
二
章
を
通
じ
て
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
世
俗
派
で
あ
る
ケ
マ
リ
ス
ト
は
ト
ル
コ
共
和
国
と
い
う
国
家
を
保
持
し
て
い
く
た
め
に
イ
ス

ラ
ー
ム
に
対
し
て
擁
護
と
統
制
と
い
う
、
二
枚
舌
な
施
策
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
政
治
的
バ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
世
俗
主
義
の
枠
組
み

や
国
家
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
が
時
勢
的
に
変
容
し
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

　
一
方
で
、
ケ
マ
リ
ス
ト
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
時
勢
的
な
変
化
に
よ
っ
て
そ
の
様
相
が
変
容
し
つ
つ
あ
っ
て
も
、
彼
ら
は
常
に
国
家
の
中

心
に
留
ま
り
続
け
、
政
治
社
会
の
境
界
線
を
恣
意
的
に
幾
度
も
引
き
直
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
逆
は
一
切
あ
り
え
な
か
っ
た
。
社
会

的
多
様
性
と
は
、
ケ
マ
リ
ス
ト
の
目
指
す
社
会
統
合
に
寄
与
す
る
な
ら
ば
、
周
辺
化
さ
れ
て
の
存
続
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ケ
マ
リ
ス

ト
以
外
の
周
辺
勢
力
が
中
央
部
へ
と
入
り
込
み
、
ト
ル
コ
の
在
り
方
を
決
定
付
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
ケ
マ
リ
ス
ト
が
世
俗
主

義
の
理
解
を
変
容
さ
せ
、
社
会
の
再
構
築
に
よ
っ
て
常
に
自
身
の
近
代
化
を
模
索
し
て
い
た
の
と
同
時
に
、
長
期
的
に
周
辺
化
さ
れ
て
き

た
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
も
自
身
ら
の
解
釈
に
よ
る
近
代
化
を
政
治
社
会
領
域
に
お
い
て
体
現
す
べ
く
、
八
〇
年
代
以
降
の
ト
ル
コ
に
お

い
て
躍
進
を
し
て
い
く
。
現
代
ト
ル
コ
を
象
徴
す
る
世
俗
派
で
あ
る
ケ
マ
リ
ス
ト
と
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
と
の
緊
張
関
係
と
は
、
ト
ル

コ
の
在
る
べ
き
西
洋
近
代
化
や
国
民
的
・
市
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
物
語
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
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三
　
オ
ザ
ル
政
権
成
立
以
降
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
現
象
の
主
流
化

㈠
　
新
自
由
主
義
経
済
と
ム
ス
リ
ム
中
産
階
級
の
出
現

　
一
九
八
三
年
、
軍
政
終
了
と
と
も
に
行
わ
れ
た
国
政
選
挙
に
お
い
て
、
敬
虔
な
ム
ス
リ
ム
で
あ
り
、
知
識
人
の
炉
辺
の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
っ
た
ト
ゥ
ル
グ
ト
・
オ
ザ
ル
（H

alil Turgut O
zal

）
率
い
る
中
道
右
派
の
祖
国
党
（
Ｍ
Ｐ
）
が
勝
利
を
収
め
た
。
祖
国
党
政
権
の
リ
ベ

ラ
ル
志
向
の
下
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
は
政
治
社
会
領
域
内
で
組
織
の
質
・
量
を
充
分
に
備
え
な
が
ら
、
自
由
で
活
発
な
活
動
を
始

め
た
。
ト
ル
コ
経
済
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
果
た
し
、
新
自
由
主
義
経
済
の
下
で
こ
れ
ま
で
周
辺
化
さ
れ
て
き
た
保
守
的
な
中
産
階
級
層
が

急
成
長
し
て
い
っ
た
。
オ
ザ
ル
政
権
は
、
宗
教
勢
力
と
自
由
市
場
経
済
を
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
ト
ル
コ
で
圧
倒
的
に
欠
如

し
て
き
た
中
産
階
級
層
を
育
て
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
新
自
由
主
義
経
済
の
中
で
、
政
治
、
経
済
、
教
育
、
文
化
、
市
民

社
会
、
メ
デ
ィ
ア
と
い
っ
た
多
領
域
で
の
自
由
で
能
動
的
な
活
動
の
幅
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
か
ら
新
し
い
機
会
の
場
が
多
数
創
出
さ
れ
て

お
り
、
既
存
の
ケ
マ
リ
ス
ト
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ト
ル
コ
各
地
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
ト
ル
コ
政
治
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
る
ハ
カ
ン
・
ヤ
ヴ
ズ
（H

akan M
. Yavuz

）
は
、
オ
ザ
ル
政
権
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
志
向
の
脱
集
権
化
と
新
自
由
主
義
政

策
の
下
で
の
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
の
台
頭
、
そ
し
て
新
し
い
機
会
の
場
の
出
現
こ
そ
が
、
現
代
ト
ル
コ
の
下
地
を
形
成
し
た
最
大
要
因

で
あ
る
と
評
価
し
て
い
）
29
（

る
。

　
ト
ル
コ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
は
、
主
要
な
都
市
に
囲
ま
れ
た
市
町
村
レ
ベ
ル
に
お
い
て
で
は
な
く
、
ム
ス
リ
ム
中
産
階
級
の
富
や
教
育

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
社
会
経
済
的
勢
力
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
新
た
な
機
会
の
場
に
よ
っ
て
出
現
し
た
ム
ス
リ
ム
中
産
階
級
層

は
各
々
の
諸
活
動
を
通
じ
て
自
分
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
、
定
義
し
て
い
っ
た
。
彼
ら
は
こ
れ
ま
で
支
配
的
に
行
わ
れ
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て
き
た
国
家
の
諸
政
策
や
社
会
の
在
り
方
に
反
対
し
て
い
く
こ
と
で
、
主
体
的
に
現
状
を
理
解
、
批
判
し
、
何
よ
り
も
国
家
や
社
会
、
日

常
生
活
に
お
け
る
そ
の
意
味
を
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
。
私
的
空
間
と
公
的
空
間
の
境
界
線
を
自
分
自
身
で
引
き
直
す
こ
と
で
、
ム
ス
リ

ム
中
産
階
級
は
社
会
変
革
を
目
指
す
「
意
識
的
な
ム
ス
リ
ム
」
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
現
在
的
諸
条
件
下
に
お
け
る
在
る
べ
き
イ
ス
ラ
ー

ム
の
姿
が
常
に
再
解
釈
、
再
更
新
さ
れ
て
お
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
新
た
な
市
民
像
の
可
能
性
を
主
体
的
に
模
索
す
る
「
モ
ダ
ン
・
ム
ス
リ

ム
」
と
し
て
、
八
〇
年
代
以
降
の
ト
ル
コ
の
様
々
な
機
会
を
触
媒
と
し
、
彼
ら
は
大
き
な
躍
進
を
遂
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
創

造
す
る
「
ム
ス
リ
ム
」
の
言
説
は
、
既
に
国
家
か
ら
一
方
的
に
付
与
さ
れ
る
固
定
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
を
超
え
た
価
値
観
へ
と
転
換
さ

れ
て
い
っ
た
。

　
オ
ザ
ル
政
権
は
実
質
的
に
ト
ル
コ
経
済
の
根
幹
で
あ
っ
た
エ
タ
テ
ィ
ズ
ム
を
終
了
さ
せ
、
輸
出
志
向
政
策
へ
と
大
幅
な
転
換
を
図
っ
て

い
っ
た
。
国
営
企
業
は
次
々
に
民
営
化
さ
れ
、
規
制
緩
和
と
金
融
為
替
市
場
の
自
由
化
に
よ
っ
て
国
家
を
超
え
た
財
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
が
可
能
と
な
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
開
発
銀
行
を
通
じ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
か
ら
莫
大
な
開
発
投
資
が
、
中
産
階
級
の
台
頭
を
後
押
し 

し
）
30
（

た
。
ト
ル
コ
の
中
央
ア
ナ
ト
リ
ア
地
域
を
中
心
と
し
た
中
小
企
業
は
、
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
の
輸
出
ブ
ー
ム
を
主
導
し
な
が
ら
、

ト
ル
コ
各
地
の
特
色
あ
る
産
業
集
積
の
原
動
力
と
な
っ
て
地
方
に
富
と
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。
産
業
集
積
を
き
っ
か
け
に
し
た
自
発
的
発

展
を
遂
げ
た
地
方
都
市
で
は
、
所
得
の
底
上
げ
が
進
み
、
中
間
層
の
厚
み
が
増
す
こ
と
で
、
首
都
ア
ン
カ
ラ
や
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
、
イ
ズ

ミ
ー
ル
に
匹
敵
す
る
消
費
生
活
や
近
代
的
な
住
宅
建
設
が
行
わ
れ
た
。
オ
ザ
ル
政
権
は
こ
う
し
た
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
に
国
内
各

地
に
工
業
団
地
を
大
規
模
に
建
設
し
て
お
り
、
二
〇
〇
八
年
の
段
階
で
ト
ル
コ
全
国
に
一
四
〇
か
所
あ
る
工
業
団
地
地
帯
の
う
ち
一
二
〇

か
所
が
オ
ザ
ル
政
権
下
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
）
31
（

る
。

　
中
小
企
業
の
発
展
は
オ
ザ
ル
の
最
初
の
目
標
で
あ
っ
た
。
彼
ら
中
央
ア
ナ
ト
リ
ア
地
域
を
中
心
と
す
る
中
産
階
級
は
地
方
都
市
の
企
業

が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
、「
ア
ナ
ト
リ
ア
・
タ
イ
ガ
ー
（Anadolu Kaplanri

）」
と
呼
称
さ
れ
る
ま
で
に
成
長

し
て
い
っ
）
32
（
た
。
彼
ら
ア
ナ
ト
リ
ア
・
タ
イ
ガ
ー
は
現
在
の
ト
ル
コ
で
も
高
い
経
済
成
長
と
地
方
に
活
気
を
与
え
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
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中
央
ア
ナ
ト
リ
ア
を
中
心
と
し
た
中
産
階
級
、
特
に
ム
ス
リ
ム
中
産
階
級
を
中
心
と
し
た
経
済
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
は
、
こ
れ
ま

で
の
エ
タ
テ
ィ
ズ
ム
期
に
創
出
さ
れ
た
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
を
基
盤
と
す
る
財
閥
、
大
企
業
に
対
し
て
の
経
済
的
、
文
化
的
同
盟
関
係
を
構

築
し
て
お
り
、
対
抗
勢
力
と
も
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
自
主
独
立
産
業
家
・
企
業
家
協
会
（M

U
SIAD

: M
ustakil Sanayici ve Isadam

lari 

D
ernegi

）
は
現
代
ト
ル
コ
最
大
の
イ
ス
ラ
ー
ム
経
済
団
体
で
あ
り
、
九
〇
年
代
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
一
五
％
以
上
を
占
め
る
経
済
領
域
で
の
イ

ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
の
代
表
格
で
あ
）
33
（

る
。

　
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｄ
は
一
九
九
〇
年
五
月
五
日
に
設
立
さ
れ
、
本
部
を
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
、
そ
し
て
ト
ル
コ
各
地
に
三
〇
か
所
以
上
の
部

署
を
配
置
し
て
い
る
。
会
員
メ
ン
バ
ー
は
一
九
九
五
年
で
一
七
一
八
人
、
九
七
年
に
は
二
八
九
七
人
、
二
〇
一
一
年
に
は
四
九
〇
〇
人
と

年
々
増
加
し
て
お
り
、
現
在
で
は
登
録
企
業
数
一
万
五
〇
〇
〇
社
以
上
、
関
連
企
業
の
総
従
業
員
数
は
五
〇
万
人
を
超
え
て
い
）
34
（
る
。
会
員

企
業
の
う
ち
一
九
五
〇
年
代
以
前
に
設
立
さ
れ
た
企
業
は
わ
ず
か
二
七
社
し
か
存
在
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
大
半
が
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代

に
設
立
さ
れ
た
従
業
員
数
五
〇
人
未
満
の
中
小
企
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
変
若
い
経
済
団
体
で
あ
る
と
言
え
る
。
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｄ
は
輸

出
志
向
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
を
念
頭
に
入
れ
た
政
策
提
言
を
行
っ
て
お
り
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
るM

U
SIAD

 

International Fair

や
外
国
視
察
、
国
内
外
で
の
見
本
市
も
積
極
的
に
開
催
し
て
お
り
、
世
界
四
四
か
国
、
九
四
の
営
業
所
を
設
け
て
い

る
な
ど
、
国
内
外
で
そ
の
存
在
感
を
際
立
た
せ
て
い
）
35
（

る
。

　
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｄ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
経
済
の
基
本
的
理
念
で
あ
る
「
ホ
モ
・
イ
ス
ラ
ミ
ク
ス
（H

om
o-Islam

icus

）」
を
行
動
規
範
と
し
て

お
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
預
言
者
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
が
諸
外
国
と
も
積
極
的
に
交
易
す
る
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
平
な
市
場
経

済
シ
ス
テ
ム
と
資
本
主
義
経
済
を
承
認
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｄ
は
ム
ス
リ
ム
が
安
定
し
て
経
済
的
利
益
を
集
積
で
き
る
よ
う
な
市
場

倫
理
を
創
出
し
、
経
済
活
動
を
通
し
て
の
社
会
的
奉
仕
を
可
能
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
的
理
念
の
実
現
の
場
を
構
築
し
た
。
後
述
す
る
よ
う

に
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｄ
を
は
じ
め
と
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
系
列
の
企
業
は
、
慈
善
や
教
育
な
ど
社
会
貢
献
に
対
し
て
多
く
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

八
〇
年
代
以
降
に
過
熱
し
て
い
く
ム
ス
リ
ム
教
育
を
財
政
的
に
支
援
す
る
支
持
母
体
と
な
っ
て
い
）
36
（
る
。
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｄ
も
ム
ス
リ
ム
企
業
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家
と
は
イ
ス
ラ
ー
ム
的
道
徳
心
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
、
業
績
を
上
げ
、
そ
の
利
益
を
社
会
に
還
元
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
お

り
、
自
身
ら
を
そ
の
理
念
の
体
現
者
と
し
て
精
力
的
な
活
動
を
社
会
経
済
的
領
域
で
展
開
し
て
い
）
37
（

る
。
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｄ
は
近
代
化
や
自
由

主
義
経
済
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
企
業
活
動
を
通
じ
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
の
促
進
と
社
会
全
体
へ
の
貢
献
を
掲
げ
て
い
る
点
で
、

イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
倫
理
と
経
済
活
動
の
結
合
が
も
た
ら
す
新
た
な
可
能
性
を
気
付
か
せ
る
と
同
時
に
、
復
興
勢
力
の
盤
石
な
財
政
的
基
盤

を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
国
家
の
経
済
介
入
と
ケ
マ
リ
ス
ト
大
企
業
が
、
不
公
平
な
社
会
経
済
構
造
を
生
み
出
し
た
点
を
ム
ス
リ
ム

中
産
階
級
層
は
理
解
し
て
い
る
。
彼
ら
の
既
存
勢
力
へ
の
挑
戦
的
な
意
欲
は
、
新
た
な
機
会
の
場
を
促
す
だ
け
で
な
く
、
ム
ス
リ
ム
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
変
化
の
触
媒
と
し
て
相
乗
的
に
機
能
し
て
い
っ
た
。

　
次
い
で
九
〇
年
代
以
降
、
伝
統
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
教
団
や
組
織
も
次
々
と
経
済
領
域
に
参
入
し
て
い
る
。
前
述
の
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン

デ
ィ
ー
や
ス
レ
イ
マ
ン
ジ
ュ
も
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
金
融
機
関
を
数
多
く
所
有
し
て
お
）
38
（

り
、
特
に
近
代
化
と
イ
ス

ラ
ー
ム
的
理
念
の
結
合
を
説
く
イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
ヌ
ル
ジ
ュ
（N

urcu

）
か
ら
派
生
し
た
フ
ェ
ト
フ
ッ
ラ
ー
ギ
ュ
レ
ン
（Fethullah 

G
ulen

）
運
動
は
、
会
員
数
七
〇
〇
万
人
を
超
え
る
ト
ル
コ
最
大
の
イ
ス
ラ
ー
ム
市
民
社
会
・
経
済
組
織
と
し
て
、
独
自
の
社
団
、
財
団
、

教
育
機
関
、
メ
デ
ィ
ア
、
企
業
団
体
を
有
し
て
い
る
。
ギ
ュ
レ
ン
運
動
は
徹
底
し
た
「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
科
学
」「
イ
ス
ラ
ー
ム
的
伝
統
と

近
代
性
」
の
融
和
を
説
い
て
お
り
、
教
育
を
通
し
て
人
々
が
世
俗
的
知
識
と
イ
ス
ラ
ー
ム
的
道
徳
心
、
倫
理
観
を
醸
成
す
る
切
っ
掛
け
を

内
側
か
ら
与
え
る
と
同
時
に
、
外
側
の
様
々
な
機
会
の
場
（
市
場
経
済
、
メ
デ
ィ
ア
活
動
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
教
育
・
福
祉
活
動
な
ど
）
を
個
人
が

主
体
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
現
代
と
調
和
の
と
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
意
識
の
再
解
釈
・
再
構
築
を
目
指
し
て
い
）
39
（

る
。

　
イ
ス
ラ
ー
ム
経
済
団
体
が
そ
の
経
済
活
動
を
通
し
て
ム
ス
リ
ム
意
識
の
醸
成
を
可
能
に
し
て
い
た
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
系
列
企
業
や

組
織
が
も
た
ら
す
メ
デ
ィ
ア
市
場
や
公
開
討
論
の
場
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
自
由
な
議
論
と
現
代
の
在
る
べ
き
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る

想
像
を
搔
き
立
て
て
い
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
的
思
想
や
価
値
観
が
自
由
に
消
費
さ
れ
る
媒
体
と
な
る
こ
と
で
、
市
民
の
各
問
題
意
識
や
関

心
を
高
め
る
と
同
時
に
、
私
的
空
間
や
公
共
空
間
の
在
り
方
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
）
40
（
る
。
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現
在
の
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
は
一
九
の
日
刊
紙
、
一
二
〇
の
雑
誌
、
五
一
の
ラ
ジ
オ
局
、
二
〇
以
上
の
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
一
万

五
〇
〇
〇
以
上
の
社
団
・
財
団
と
い
っ
た
市
民
社
会
組
織
、
教
育
機
関
を
有
し
て
い
）
41
（

る
。
か
つ
て
の
ケ
マ
リ
ス
ト
支
配
の
中
で
周
辺
化
さ

れ
、
後
進
的
と
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
は
、
オ
ザ
ル
政
権
に
よ
る
リ
ベ
ラ
ル
な
潮
流
と
新
自
由
主
義
政
策
の
結
果
と
し
て
台
頭
し
て

い
っ
た
。
ム
ス
リ
ム
中
産
階
級
を
主
柱
と
し
た
企
業
や
組
織
の
諸
活
動
は
、
経
済
的
利
益
の
増
進
と
還
元
、
労
働
を
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
美

徳
と
し
な
が
ら
、
躍
動
感
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
と
し
て
現
在
の
ト
ル
コ
社
会
経
済
の
中
核
を
担
う
存
在
へ
と
成
長
し
て
い
る
。

㈡
　
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
発
展
と
拡
充

1　

イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
義
務
化

　
オ
ザ
ル
政
権
下
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｉ
Ｓ
は
正
式
に
ト
ル
コ
の
公
教
育
に
導
入
さ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
一
九
八
二
年
憲
法
第
二
四
条
で
は

宗
教
教
育
の
義
務
化
が
明
記
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
教
育
法
が
改
正
さ
れ
た
。
新
し
い
教
育
基
本
方
針
で
は
宗
教
と
道
徳
教
育
の
目
的
に
関

し
て
、「
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
の
世
俗
主
義
と
ト
ル
コ
の
国
民
教
育
政
策
の
普
遍
的
な
目
的
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
一
致
す
る
イ

ス
ラ
ー
ム
と
道
徳
観
を
学
校
教
育
の
場
で
十
分
に
学
ば
せ
る
こ
と
は
、
民
衆
が
良
き
道
徳
観
と
美
徳
を
獲
得
し
、
人
々
や
宗
教
、
道
徳
や

ア
タ
テ
ュ
ル
ク
主
義
、
国
家
統
合
や
そ
の
一
体
感
へ
の
慈
し
み
を
確
立
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
教
育
省
は
改
め
て

イ
ス
ラ
ー
ム
を
「
我
々
の
宗
教
」
と
位
置
付
け
、「
ト
ル
コ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
と
文
明
」「
ト
ル
コ
民
族
と
ム
ス
リ
ム
」「
ア
タ
テ
ュ
ル

ク
に
よ
る
宗
教
概
観
」「
世
俗
主
義
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
在
り
方
」
と
い
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
初
等
、
中
等
教
育
に
お
い
て
導
入

さ
れ
て
い
）
42
（

る
。

　
Ｔ
Ｉ
Ｓ
自
体
が
新
た
な
国
民
統
合
の
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
以
上
、
そ
の
策
定
に
ケ
マ
リ
ス
ト
側
の
宗
教
理
解
や
世
俗
性
の
優

位
と
い
っ
た
認
識
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
改
め
て
国
民
創
造
の
根
幹
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
が
道
徳
教
育
と
し
て
正
式
に
国
家
に
採

用
さ
れ
た
こ
と
は
、
革
新
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
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2　

イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
の
発
展
と
ム
ス
リ
ム
の
高
学
歴
化

　
Ｔ
Ｉ
Ｓ
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
が
公
教
育
で
義
務
化
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
理
念
は
ト
ル
コ
社
会
全
体
へ
と
具
体
的
に
普
及
し
て
い
っ

た
。
オ
ザ
ル
政
権
は
宗
務
庁
を
中
心
と
し
た
モ
ス
ク
建
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、
八
三
年
か
ら
六
年
間
で
、
毎
年
約
二
〇
〇
〇

も
の
モ
ス
ク
を
各
地
に
設
立
し
て
い
っ
た
。
一
九
八
九
年
に
は
ト
ル
コ
国
内
の
モ
ス
ク
数
は
約
六
万
五
〇
〇
〇
と
な
り
、
モ
ス
ク
数
と
人

口
数
の
比
率
は
一
対
八
五
七
人
と
な
る
な
ど
、
急
激
な
増
加
を
も
た
ら
し
た
。
モ
ス
ク
建
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
イ
ス
ラ
ー
ム
経
済
団
体
や
社

団
、
財
団
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
で
行
わ
れ
て
お
り
、
モ
ス
ク
の
八
割
が
地
方
都
市
や
農
村
部
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
九
九
年
ま
で
に
は
ト
ル

コ
国
内
の
モ
ス
ク
数
は
七
万
五
〇
〇
〇
を
超
え
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
宗
務
庁
は
ク
ル
ア
ー
ン
を
多
数
出
版
し
て
お
り
、
七
九
年

の
三
万
冊
で
あ
っ
た
出
版
数
は
、
八
一
年
に
は
二
二
六
万
冊
、
八
七
年
に
は
九
六
万
五
〇
〇
〇
冊
と
な
っ
て
お
り
、
八
〇
年
代
を
通
じ
た

宗
務
庁
の
ク
ル
ア
ー
ン
の
総
出
版
数
は
四
〇
五
万
冊
以
上
と
、
桁
違
い
な
数
値
と
な
っ
て
い
）
43
（

る
。

　
こ
う
し
た
数
値
は
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
の
可
視
化
を
如
実
に
表
す
も
の
で
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
の
経
済
力
の
増
加
は
、
次
世

代
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
教
育
を
も
熱
心
に
向
上
さ
せ
て
お
り
、
彼
ら
の
支
援
を
受
け
た
イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
や
ク
ル
ア
ー
ン
学
校

が
ト
ル
コ
の
教
育
領
域
で
大
き
く
躍
進
を
し
て
い
っ
た
。
イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
は
、
世
俗
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価

値
観
に
重
点
を
お
い
た
教
育
を
行
う
私
立
学
校
で
あ
り
、
八
二
年
か
ら
の
一
〇
年
間
で
中
等
部
、
高
等
部
を
併
せ
て
八
九
校
が
増
設
さ
れ

て
お
り
、
生
徒
数
も
四
〇
万
人
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
九
〇
年
代
以
降
は
生
徒
数
も
年
々
増
加
し
て
い
き
、
公
立
学
校
の
中
等
部
・

高
等
部
で
学
ぶ
生
徒
が
約
四
〇
〇
万
人
い
る
中
で
、
イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
生
は
五
〇
万
人
を
超
え
て
お
り
、
総
就
学
生
数
の
一
〇

分
の
一
が
同
校
の
生
徒
と
な
っ
て
い
る
。
九
七
年
の
段
階
で
イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
は
五
六
一
校
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
）
44
（

が
、
政
府

に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
の
は
三
七
校
の
み
で
あ
り
、
残
り
は
イ
ス
ラ
ー
ム
経
済
団
体
や
社
団
、
財
団
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
て
い
）
45
（
る
。

　
イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
は
事
実
上
の
ム
ス
リ
ム
エ
リ
ー
ト
養
成
校
と
な
っ
て
お
り
、
八
〇
年
代
後
半
の
ア
ン
カ
ラ
大
学
の
政
治
学

部
卒
業
生
の
四
〇
％
が
イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
出
身
の
学
生
で
あ
り
、
同
数
値
は
九
二
年
に
は
六
〇
％
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
九
五
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年
に
は
政
治
家
や
官
僚
を
主
に
輩
出
し
て
い
る
名
門
大
学
の
行
政
学
科
の
五
〇
％
以
上
が
イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
生
と
な
っ
て
い
）
46
（
る
。

ト
ル
コ
に
お
け
る
公
立
教
育
と
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
育
環
境
を
含
め
て
も
非
常
に
劣
悪
で
あ
り
、
高
等
教
育
と
は
経
済
的
に
恵
ま
れ
た

一
部
の
富
裕
層
の
み
が
享
受
で
き
る
特
権
で
あ
っ
た
。
九
〇
年
代
の
ト
ル
コ
の
平
均
就
学
年
数
は
五
・
三
七
年
、
総
労
働
人
口
数
の
六
〇

％
が
初
等
教
育
以
下
の
学
歴
で
あ
）
47
（
り
、
多
く
の
人
々
が
初
等
教
育
で
教
育
課
程
を
断
念
し
、
家
計
を
助
け
る
た
め
に
単
純
労
働
に
従
事
す

る
潮
流
が
続
い
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
は
質
の
高
い
教
育
環
境
を
備
え
る
こ
と
で
、
多
く
の
ム
ス
リ
ム
が

社
会
の
様
々
な
分
野
で
指
導
的
な
地
位
に
就
け
る
よ
う
後
押
し
を
し
て
き
た
。
イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
は
宗
務
庁
や
教
育
省
、
中
道

右
派
政
党
や
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
の
優
秀
な
リ
ク
ル
ー
ト
源
と
も
な
っ
て
い
っ
た
が
、
同
校
は
世
俗
性
と
宗
教
性
の
両
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
兼

ね
そ
ろ
え
た
人
材
を
輩
出
す
る
教
育
機
関
と
な
り
、
単
な
る
情
操
教
育
を
超
え
た
近
代
性
と
イ
ス
ラ
ー
ム
的
志
向
性
の
柔
軟
な
形
成
を
促

し
て
い
っ
た
。

　
現
在
の
ト
ル
コ
の
最
大
与
党
で
あ
り
、
親
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
で
あ
る
公
正
発
展
党
の
党
首
、
首
相
の
エ
ル
ド
ア
ン
（Recep Tayyip 

Erdogan

）
も
イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
の
出
身
で
あ
る
が
、
エ
ル
ド
ア
ン
は
同
校
に
関
し
て
「
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
時
代
が
今
の
私
の
全

て
で
あ
り
、
私
の
価
値
判
断
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
）
48
（
ら
、
政
治
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
意
識
に
対
す
る
役
割
も
大
き

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
結
果
的
に
イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
に
お
い
て
教
育
を
受
け
た
者
た
ち
は
、
自
由
市
場
経
済
や
市
民
社
会
の

発
展
の
中
で
「
モ
ダ
ン
な
ム
ス
リ
ム
」
と
し
て
成
長
し
、
国
家
の
政
治
や
経
済
、
社
会
を
支
え
る
大
き
な
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た
。

㈢
　
市
民
社
会
組
織
の
発
展

―
多
様
性
の
是
認
へ

　
八
〇
年
代
ま
で
の
ト
ル
コ
で
は
市
民
社
会
は
存
在
自
体
が
脆
弱
で
あ
っ
た
。
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
社
会
的
枠
組
み
と
市
民
の
主
体
性

に
深
く
浸
透
し
て
お
り
、
容
易
に
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ト
ル
コ
に
お
け
る
「
近
代
的
な
市
民
」
と
は
絶
対
的
同
質
性
の
下

で
構
想
さ
れ
た
た
め
に
、「
リ
ベ
ラ
ル
な
個
人
」
と
い
う
概
念
を
欠
如
し
て
い
た
。
市
民
に
求
め
ら
れ
た
の
は
自
律
性
や
理
性
で
は
な
く
、
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国
家
に
対
し
て
従
順
で
あ
る
と
い
う
義
務
で
あ
り
、
国
家
的
利
害
か
ら
独
立
し
た
個
人
は
許
容
さ
れ
な
か
っ
た
。
国
家
的
利
害
か
ら
の
逸

脱
と
は
苛
烈
な
弾
圧
の
対
象
で
あ
り
、
権
利
要
求
意
識
に
目
覚
め
た
市
民
が
多
様
性
と
寛
容
性
に
根
差
し
た
、
そ
し
て
国
家
的
領
域
外
に

お
い
て
市
民
相
互
に
よ
る
民
主
的
な
公
共
空
間
を
模
索
、
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、
八
〇
年
代
以
降
の
国
家
と
社
会
の
質
的
変
化
を
待

た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
ト
ル
コ
の
市
民
社
会
と
は
法
的
規
制
の
緩
和
と
強
化
を
繰
り
返
し
な
が
ら
次
第
に
発
展
し
て
い
っ
た
が
、
八
二
年
憲
法
で
は
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
集
団
の
諸
活
動
を
制
限
す
る
た
め
に
、
市
民
社
会
の
政
治
活
動
を
禁
止
し
て
い
た
。
だ
が
、
八
二
年
か
ら
九
九
年
に
か
け
て
五
回
の

改
憲
が
行
わ
れ
て
お
り
、
市
民
社
会
組
織
に
対
す
る
行
政
府
の
監
督
権
限
が
弱
め
ら
れ
、
政
治
活
動
も
解
禁
さ
れ
て
い
）
49
（

る
。
こ
れ
に
よ
り

市
民
社
会
組
織
は
政
党
や
他
団
体
と
の
連
携
が
可
能
に
な
り
、
ト
ル
コ
の
政
治
社
会
領
域
に
対
し
て
の
影
響
力
を
相
対
的
に
増
加
さ
せ
て

い
る
。
加
え
て
八
〇
年
代
以
降
の
市
民
社
会
を
担
う
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
観
を
自
任
す
る
中
産
階
級
層
の
台
頭
や
、
九
〇
年
代
の
脱
集
権
化

に
伴
う
メ
デ
ィ
ア
の
自
律
化
と
世
論
形
成
、
周
辺
勢
力
で
あ
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
の
主
流
化
、
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
代
の
Ｅ
Ｕ
加

盟
プ
ロ
セ
ス
と
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
基
準
に
伴
う
国
家
に
よ
る
大
規
模
な
民
主
化
改
革
は
、
市
民
社
会
の
量
と
質
の
向
上
を
継
続
的
に
後
押

し
し
て
い
る
。
八
〇
年
代
以
降
に
ト
ル
コ
に
も
た
ら
さ
れ
た
時
勢
的
な
変
化
は
、
国
家
の
リ
ベ
ラ
ル
性
を
徐
々
に
拡
大
さ
せ
、
既
存
の
固

定
的
な
枠
組
み
に
変
化
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　
ト
ル
コ
の
市
民
社
会
組
織
数
は
二
〇
一
〇
年
の
段
階
で
一
五
万
三
五
〇
〇
を
超
え
、
組
織
参
加
人
数
も
国
民
の
約
一
〇
分
の
一
に
該
当

す
る
六
八
一
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
教
育
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
互
扶
助
や
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
活
動
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
組
織
を
中
心

と
し
て
、
地
域
密
着
型
の
小
規
模
で
ア
マ
チ
ュ
ア
的
な
組
織
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
）
50
（

る
。
ト
ル
コ
で
は
強
い
国
家
が
伝
統
で
あ
っ
た
が
ゆ

え
に
、
市
民
社
会
と
は
国
家
に
対
抗
的
な
存
在
と
し
て
表
出
し
、
道
徳
的
・
宗
教
的
に
鼓
舞
さ
れ
た
社
会
的
行
動
は
、
政
府
が
効
果
的
に

提
供
し
て
こ
な
か
っ
た
基
本
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
行
っ
て
い
る
。
ト
ル
コ
国
内
の
市
民
社

会
組
織
を
先
導
す
る
た
め
に
一
九
九
三
年
に
一
〇
〇
以
上
の
社
団
と
財
団
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｖ
ト
ル
コ
第
三
セ
ク
タ
ー
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（Turkiye U
cuncu Sektor Vakfi: Third Sector foundation of Turkey

）
の
報
告
書
に
よ
る
な
ら
ば
、
ト
ル
コ
の
市
民
社
会
組
織
の
躍
進
と

は
、「
弱
者
救
済
」
や
「
社
会
的
公
正
」
と
い
う
慈
善
的
な
根
源
を
有
し
て
お
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
の
体
現
と
い
う
意
味
合
い
が

強
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
組
織
構
造
や
政
治
社
会
的
影
響
力
が
ま
だ
ま
だ
脆
弱
で
あ
り
な
が
ら
も
、
市
民
主
体
に
よ
る
良
き
社
会
の
創
造

と
在
る
べ
き
公
共
空
間
の
構
築
に
向
け
て
漸
進
的
に
成
長
し
て
い
る
と
結
論
付
け
て
い
）
51
（
る
。

　
こ
れ
ら
の
市
民
社
会
組
織
の
中
で
最
大
の
組
織
は
前
述
の
フ
ェ
ト
フ
ッ
ラ
ー
ギ
ュ
レ
ン
運
動
で
あ
り
、
数
多
く
の
社
団
や
財
団
を
有
し

て
い
る
が
、
そ
の
設
立
目
的
の
多
く
は
や
は
り
教
育
で
あ
り
、
徹
底
し
た
対
話
路
線
に
よ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
克
服
を
掲
げ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
が
特
定
の
政
治
体
制
の
樹
立
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
代
と
状
況
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
変
化
し
、
人
々
が
そ
の

理
性
に
よ
っ
て
自
主
的
に
イ
ス
ラ
ー
ム
を
再
解
釈
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説
く
ギ
ュ
レ
ン
運
動
で
は
、
西
洋
近
代
化
や
資
本
主
義
社

会
の
中
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
観
を
転
換
さ
せ
な
が
ら
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
他
者
へ
の
寛
容
や
多
元
主
義
を
尊
重

し
た
様
々
な
諸
活
動
が
ギ
ュ
レ
ン
運
動
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
理
念
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。
ギ
ュ
レ
ン
運
動
自
体
は
多
種
多
様
な
企
業

活
動
も
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
九
四
年
に
設
立
さ
れ
た
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
著
述
家
財
団
（G

azatecciler ve Yazarlar Vakfi: 

G
YV

）」
が
主
催
す
る
ア
バ
ン
ト
会
議
は
政
治
家
や
学
者
、
経
済
人
、
そ
し
て
学
生
を
中
心
と
し
て
現
代
ト
ル
コ
が
抱
え
て
い
る
諸
問
題

を
オ
ー
プ
ン
に
議
論
し
、
提
言
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
市
民
社
会
運
動
と
し
て
非
常
に
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
る
。
九
八
年
に
開
催

さ
れ
た
ア
バ
ン
ト
会
議
は
二
〇
一
二
年
ま
で
に
二
七
回
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
主
な
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
イ
ス
ラ
ー
ム
と
近
代
化
、

民
主
主
義
の
融
和
性
に
関
し
た
も
の
で
あ
り
、
公
共
的
な
討
議
と
市
民
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
化
さ
せ
て
い
く
、
幅
広
い

討
議
の
場
と
し
て
今
後
も
機
能
し
て
い
く
と
期
待
さ
れ
て
い
）
52
（

る
。

　
八
〇
年
代
以
降
、
ト
ル
コ
社
会
は
脱
集
権
化
の
潮
流
に
乗
っ
て
多
種
多
様
な
組
織
が
台
頭
し
始
め
た
。
そ
れ
は
七
〇
年
代
ま
で
の
無
秩

序
で
政
治
的
暴
力
を
是
と
す
る
諸
集
団
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
民
主
的
か
つ
合
法
的
な
組
織
活
動
を
通
し
た
個
人
が
、

自
律
的
な
行
動
に
よ
っ
て
各
々
の
信
念
の
内
在
化
を
果
た
し
主
張
を
し
て
い
く
空
間
の
出
現
を
意
味
し
て
い
た
。
市
民
社
会
組
織
数
の
増
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加
が
必
ず
し
も
多
元
主
義
や
多
様
性
を
国
家
か
ら
の
自
律
性
の
下
で
求
め
、
民
主
主
義
を
保
障
し
て
い
く
も
の
だ
と
は
限
ら
な
い
。
特
に

世
俗
化
、
近
代
化
を
前
提
と
し
、
民
主
的
で
普
遍
的
な
価
値
観
を
是
認
す
る
開
か
れ
た
公
共
空
間
の
創
出
に
対
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
排

他
的
か
つ
教
条
的
な
宗
教
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
公
共
空
間
を
侵
害
す
る
と
い
う
認
識
は
強
く
、
ム
ス
リ
ム
が
大
多
数
を
占
め
る
社
会

に
お
い
て
市
民
社
会
組
織
が
リ
ベ
ラ
ル
に
機
能
す
る
の
か
は
現
在
で
も
主
要
な
論
点
で
あ
）
53
（
る
。
だ
が
フ
ェ
ト
フ
ッ
ラ
ー
ギ
ュ
レ
ン
運
動
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ト
ル
コ
の
政
治
社
会
に
対
し
て
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
の
中
で
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
の
適
合
に
関
す
る
活
発
な
議
論
や
取
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
熱
意
あ
る
民
主
主
義
的
価
値
観
へ
の
取
組
み
は
過
小
評
価
す

べ
き
で
は
な
い
。

㈣
　
小
　
括

　
現
代
ト
ル
コ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
的
志
向
を
有
し
た
諸
組
織
は
民
主
主
義
の
深
化
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
潮
流
に
相
乗
す
る
形
で
発
展

し
て
き
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
は
社
会
経
済
運
動
と
な
り
、
そ
の
中
核
を
担
う
組
織
は
新
自
由
主
義
経
済
と
脱
集
権
化
の
恩
恵
を
受
け
る

形
で
、
経
済
発
展
志
向
を
持
ち
な
が
ら
教
育
・
社
会
活
動
を
熱
心
に
行
っ
て
お
り
、
既
存
の
公
共
空
間
の
変
革
を
行
っ
て
い
る
と
結
論
付

け
ら
れ
る
。
ム
ス
リ
ム
中
産
階
級
層
は
、
今
後
も
よ
り
公
平
で
民
主
的
な
機
会
の
場
を
求
め
て
い
く
と
推
察
で
き
る
が
、
彼
ら
が
ど
れ
ほ

ど
の
市
民
的
な
力
量
を
形
成
し
て
い
く
の
か
は
、
ト
ル
コ
全
体
の
行
く
末
を
検
討
す
る
上
で
も
決
定
的
な
要
因
と
な
っ
て
い
く
。
だ
が
少

な
く
と
も
本
章
で
確
認
し
て
き
た
社
会
経
済
領
域
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
が
欲
し
て
い
る
の
は
、
教
条
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

よ
る
充
足
感
で
は
な
く
、
諸
個
人
の
選
択
や
可
能
性
、
そ
し
て
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
理
念
が
犠
牲
に
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
彼
ら
自
身
の
理
解
に
よ
る
近
代
性
の
獲
得
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
の
諸
形
態
や
活
動
も
多
様
性
に
富
ん
で
お

り
、
様
々
な
機
会
の
場
で
の
競
合
関
係
を
通
し
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
醸
成
や
近
代
化
に
関
す
る
議
論
を
精
緻
化
さ
せ
て
い
く
だ
ろ
う
。
彼

ら
が
各
々
の
活
動
を
通
じ
て
如
何
な
る
理
念
を
創
出
し
実
践
し
て
い
く
の
か
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
な
視
野
に
囚
わ
れ
ず
に
今
後
も
注
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視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

四
　
結
　
論

　
九
七
年
、
軍
部
を
主
導
と
し
た
四
度
目
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
勢
力
全
体
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
復
興
勢

力
を
一
時
怯
ま
せ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
）
54
（
た
。
二
〇
〇
二
年
以
降
、
ト
ル
コ
は
親
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
で
あ
る
公
正
発
展
党
（
Ａ
Ｋ
Ｐ
）
に
率
い

ら
れ
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
前
提
と
し
た
民
主
化
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
更
な
る
政
治
社
会
的
変
容
を
経
験
し
て
い
）
55
（

る
。
強
権
主
義
的
手
法
に
よ
っ

て
ト
ル
コ
の
同
質
性
を
強
固
に
形
成
し
て
き
た
ケ
マ
リ
ス
ト
は
、
民
主
的
手
法
を
駆
使
す
る
Ａ
Ｋ
Ｐ
に
よ
っ
て
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

お
）
56
（

り
、
新
世
代
の
ム
ス
リ
ム
を
主
体
と
し
た
、
多
様
性
と
寛
容
性
に
根
差
し
た
新
た
な
国
家
の
政
策
が
大
き
く
議
論
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て

い
）
57
（
る
。

　
ト
ル
コ
に
お
い
て
台
頭
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
、
時
に
体
制
側
か
ら
抑
圧
や
弾
圧
を
加
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
社
会
的
公
正
や
格
差
の
是
正
を
掲
げ
、
リ
ベ
ラ
ル
民
主
主
義
的
な
諸
概
念
と
イ
ス
ラ
ー
ム
的
理
念
を
再
解
釈
、
再
構
築
し
て
お
り
、

柔
軟
か
つ
穏
健
な
「
モ
ダ
ン
な
ム
ス
リ
ム
」
と
し
て
、
政
治
社
会
の
多
領
域
に
お
い
て
大
き
く
機
能
し
て
い
る
。

　
現
代
ト
ル
コ
の
ム
ス
リ
ム
の
視
座
は
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
」
と
い
う
言
説
を
排
し
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し

た
姿
勢
や
実
態
の
把
握
と
は
、
ム
ス
リ
ム
世
界
で
台
頭
す
る
多
様
な
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
に
関
す
る
分
析
の
幅
を
広
げ
て
い
く
も
の
と
期
待

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
１
）  

ケ
マ
リ
ス
ト
と
は
、
そ
の
名
称
の
通
り
、
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ケ
マ
ル
・
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
の
視
座
を
受
け
継
い
だ
国
家
エ
リ
ー
ト
や
信
奉
者
を
指
す
。

主
に
共
和
主
義
、
民
族
主
義
、
民
衆
主
義
、
国
家
経
済
主
義
、
革
新
主
義
、
そ
し
て
徹
底
し
た
世
俗
主
義
に
よ
っ
て
ト
ル
コ
共
和
国
と
同
質
的
な



現代トルコのイスラーム復興に関する政治社会学的一考察

305

国
民
の
形
成
を
目
指
し
、
様
々
な
利
権
や
特
権
を
独
占
し
て
き
た
。

（
２
）  

イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
現
象
の
理
論
化
は
、
日
本
で
は
小
杉
泰
を
筆
頭
に
精
緻
化
さ
れ
て
き
た
。
詳
し
く
は
小
杉
泰
に
よ
る
『
現
代
中
東
と
イ
ス

ラ
ー
ム
政
治
』（
一
九
九
四
年
　
昭
和
堂
）
や
『
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
論
』（
二
〇
〇
六
年
　
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）  Em

m
anuel Todd, Le Rendez-vous des civilisations, Youssef Courbage, 2007. 

（
石
崎
晴
巳
訳
『
文
明
の
接
近

―
「
イ
ス
ラ
ー
ムvs

西
洋
」
の
虚
構
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
八
）、
一
〜
二
頁
参
照
。

（
４
）  
エ
タ
テ
ィ
ズ
ム
期
に
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
を
拠
点
と
す
る
ケ
マ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
大
規
模
な
経
済
団
体
が
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｔ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ

Ｄ
（
ト
ル
コ
産
業
家
企
業
経
済
団
体
）
や
ト
ル
コ
軍
に
よ
る
経
済
団
体
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｋ
（
ト
ル
コ
軍
共
済
基
金
）
は
そ
の
代
表
格
で
あ
り
、
セ
メ
ン
ト
、

鉄
鋼
業
、
自
動
車
業
、
金
融
業
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
ト
ル
コ
経
済
の
主
要
な
ア
ク
タ
ー
と
し
て
現
在
も
君
臨
し
て
い
る
。
詳
し
く
はKerem

 
O
ktem

, Turkey since 1989: A
ngry N

ations, Fernw
ood Publishing Ltd, 2011, 46.

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）  

ト
ル
コ
首
相
府
国
家
統
計
庁
（
Ｔ
Ｕ
Ｉ
Ｋ
）
に
よ
る
な
ら
ば
、
一
九
二
七
年
の
都
市
人
口
率
は
二
五
％
、
農
村
人
口
率
は
七
五
％
で
あ
る
が
、

同
数
値
は
四
五
年
に
お
い
て
も
変
化
し
て
い
な
い
。
ト
ル
コ
に
お
い
て
都
市
化
を
伴
っ
た
人
口
変
遷
が
生
じ
る
の
は
五
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。

（
６
）  

間
寧
「
ト
ル
コ

―
『
周
辺
』
の
多
元
化
と
政
党
制
へ
の
反
映
」
間
寧
編
『
西
・
ア
ジ
ア
に
お
け
る
亀
裂
構
造
と
政
治
体
制
』（
二
〇
〇
六
年
　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）
三
五
〜
四
〇
頁
参
照
。

（
７
）  

当
時
の
ト
ル
コ
に
お
い
て
は
総
農
地
面
積
の
約
七
〇
％
を
農
家
全
体
の
二
五
％
に
当
た
る
大
地
主
が
所
有
し
て
お
り
、
小
作
人
に
当
た
る
約
三

九
〇
万
世
帯
は
自
身
の
土
地
を
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
。Adnan G

uriz, Land O
wnership in Rural Settlem

ents, Leiden, E.J.Brill, 1974, 
80.

（
８
）  O

ECD, Regional Problem
 and Policies in TU

RKEY, 1988, 12.

（
９
）  

ト
ル
コ
首
相
府
国
家
計
画
庁
（
Ｓ
Ｐ
Ｏ
）
が
九
一
年
に
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
エ
タ
テ
ィ
ズ
ム
期
に
西
部
大
都
市
へ
流
入
し
た
者
の
約
五
〇

％
が
求
職
と
収
入
の
増
加
を
目
標
と
し
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）  

ゲ
ジ
ェ
コ
ン
ド
ゥ
は
農
村
か
ら
大
都
市
へ
の
移
住
者
が
そ
の
周
辺
部
を
不
法
占
拠
し
て
建
築
し
た
低
質
な
住
宅
で
あ
る
。
五
〇
年
の
ゲ
ジ
ェ 

コ
ン
ド
ゥ
数
は
五
万
戸
、
住
居
者
数
は
二
五
万
人
、
都
市
部
全
体
の
ゲ
ジ
ェ
コ
ン
ド
ゥ
率
は
四
・
七
％
で
あ
る
が
、
同
数
値
は
年
々
急
上
昇
し
、

九
〇
年
に
は
総
数
は
一
七
五
万
戸
、
住
居
者
数
は
八
七
五
万
人
、
都
市
部
に
お
け
る
割
合
は
三
四
％
に
も
な
っ
て
い
る
。

（
11
）  G

areth Jenkins, Political Islam
 in Turkey: Running W

est, H
eading East?, Palgrave M

acm
illan, 2008, 117 -119.

（
12
）  M

asoud Kam
al, M

ultiple M
odernities, Civil Society and Islam

: The Case of Iran and Turkey, Liverpool U
niversity Press, 
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2006, 185.

（
13
）  H

akan M
. Yavuz, Islam

 Political Identity in Turkey, O
xford U

niversity Press, 2003, 82 -85.
（
14
）  

間
寧
「
ト
ル
コ
の
民
主
化
・
宗
教
自
由
化
と
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
の
発
展
」
私
市
正
年
・
栗
田
禎
子
編
『
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
の
民
衆
運
動
と
民
主

化
』（
二
〇
〇
四
　
東
京
大
学
出
版
会
）
二
八
頁
参
照
。

（
15
）  Banu Eligur, The M

obilization of Political Islam
 in Turkey, Cam

bridge U
niversity Press, 2010, 60.

（
16
）  
澤
江
史
子
『
現
代
ト
ル
コ
の
民
主
政
治
と
イ
ス
ラ
ー
ム
』（
二
〇
〇
五
　
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）
七
七
頁
参
照
。

（
17
）  Banu Eligur, 2010, 94 -95.

（
18
）  

同
時
期
に
お
け
る
政
治
的
暴
力
を
掲
げ
る
組
織
に
は
ク
ル
ド
民
族
主
義
に
依
拠
し
た
組
織
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
国
家
に
よ
っ
て
長
期
的

な
抑
圧
を
受
け
て
き
た
ク
ル
ド
民
族
運
動
の
変
遷
に
関
し
て
はCengiz G

unes, The Kurdish N
ational M

ovem
ent in Turkey: From

 pro-
test to resistence, Routledge, 2012.

を
参
照
の
こ
と
。

（
19
）  Berch Berberoglu, Turkey in Crisis: From

 State Capitalism
 to N

eo-Colonialism
, Zed Press, 1982, 102.

（
20
）  Berch Berberoglu, 1982, 117.

（
21
）  

松
谷
浩
尚
『
現
代
ト
ル
コ
の
政
治
と
外
交
』（
一
九
八
七
年
　
勁
草
書
房
）
三
二
六
頁
参
照
。

（
22
）  Banu Eligur, 2010, 87.

（
23
）  Yildiz Atasoy, Islam
s M
arriage with N

eoliberalism
: State Transform

ation in Turkey, Palgrave M
acm
illan, 2009, 84 -86.

（
24
）  

「
Ｔ
Ｉ
Ｓ
」
に
関
し
て
はH

akan M
. Yavuz, Secularism

 and M
uslim

 D
em
ocracy in Turkey, Cam

bridge U
niversity Press.

他
、
ト

ル
コ
の
政
治
的
イ
ス
ラ
ー
ム
を
扱
う
多
く
の
論
文
で
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
25
）  Banu Eligur, 2010, 94.

（
26
）  

「
知
識
人
の
炉
辺
」
に
関
し
て
は
、H

ugh Poulton, Top H
at, G

rey W
olf and Crescent Turkey N

ationalism
 and the Turkey Republic, 

H
urst &

 Com
pany, 1997; Yildiz Atasoy, TU

RKEY, Islam
ists and D

em
ocracy: Transition and G

lobalization in a M
uslim

 State, I. 
B. Tauris &

 Co Ltd, 2005; 

前
述
のH

akan M
. Yavuz, 2003, 2009.

を
参
照
の
こ
と
。

（
27
）  

エ
ヴ
レ
ン
将
軍
の
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
見
解
は
前
述
のYildiz Atasoy, 2005, 155.

やBanu Eligur, 2010, 100 -115.

を
参
照
の
こ
と
。

（
28
）  O

sm
an Tastan, Religion and M

inorities, Palgrave Publishers Ltd, 2001, 151.

（
29
）  H

akan M
. Yavuz, 2003, 2009.
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（
30
）  

一
九
八
五
年
の
オ
ザ
ル
政
権
に
よ
る
民
主
化
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
、
観
光
業
、
鉄
鋼
業
、
織
物
工
業
、
海
運
業
の
五
〇
％
が
民
営
化
さ
れ
て
い

る
。Cagla O

kten, Privatization in Turkey: W
hat has been achieved?, Routledge, 2010, 227 -249.

（
31
）  

中
小
企
業
を
中
心
と
し
た
輸
出
総
額
の
伸
び
率
は
八
三
〜
九
五
年
の
間
で
、
約
二
八
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
夏
目
美
詠
子
「
新
興
国
ト
ル
コ
の

発
展
を
支
え
る
中
小
企
業
」『
国
際
貿
易
と
投
資
』（
76
）、
七
七
〜
八
一
頁
参
照
。

（
32
）  
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
『
ト
ル
コ
の
消
費
市
場
動
向
』（
二
〇
一
〇
年
　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
一
〜
四
頁
参
照
。

（
33
）  Yildiz Atasoy, 2009, 115 -118.

（
34
）  M

U
SIAD

 （http://m
usiad.org.tr/

）
の
公
式
見
解
よ
り
。

（
35
）  M

U
SIAD, 2011.

（
36
）  M

U
SIAD, 2011.

（
37
）  M

U
SIAD, 2011. 

朝
日
新
聞
二
〇
一
二
年
八
月
二
二
日
「
ト
ル
コ
の
中
小
企
業
好
調
」
に
よ
る
な
ら
ば
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｄ
の
コ
ン
ヤ
支
部
の

メ
フ
メ
ト
・
コ
ル
マ
ズ
副
会
長
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
働
く
こ
と
は
神
へ
の
信
仰
で
あ
る
。
人
間
へ
の
奉
仕
は
神
へ
の
奉
仕
で
あ
る
」
と
言
い
切

る
。
ム
ス
リ
ム
中
産
階
級
に
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
は
産
業
復
興
」
の
意
識
が
生
じ
て
い
る
と
す
る
。

（
38
）  

一
九
九
七
年
の
段
階
で
イ
ス
ラ
ー
ム
教
団
や
組
織
が
有
す
る
企
業
は
約
四
〇
〇
社
に
上
っ
て
い
る
。Banu Eligur, 2010, 230.

（
39
）  

フ
ェ
ト
フ
ッ
ラ
ー
ギ
ュ
レ
ン
に
関
し
て
は
、（http://w

w
w.fethullahgulen.org/

）
か
ら
公
式
見
解
や
提
言
、
ギ
ュ
レ
ン
運
動
に
関
す
る
数
百

の
論
文
が
入
手
で
き
る
。

（
40
）  

八
〇
年
代
以
降
、
新
自
由
主
義
政
策
に
よ
り
格
差
が
極
大
化
し
、
都
市
部
の
約
三
分
の
一
が
ゲ
ジ
ェ
コ
ン
ド
ゥ
化
し
て
い
る
。
高
い
イ
ン
フ
レ

率
と
経
済
格
差
は
多
く
の
市
民
を
苦
し
め
た
が
、
そ
う
し
た
社
会
経
済
的
不
満
の
高
ま
り
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
で
あ
り
、
格
差
是
正
と
社
会
的

公
正
を
掲
げ
る
福
祉
党
を
九
五
年
の
総
選
挙
で
初
の
議
会
大
一
党
に
躍
進
さ
せ
て
い
る
。

（
41
）  H

akan M
. Yavuz, 2009, 56 -58.

（
42
）  G
areth Jenkins, 2008, 143.

（
43
）  H
akan M

. Yavuz, 2003, 85. H
ugh Poulton, 1997, 186.

（
44
）  

ト
ル
コ
首
相
府
国
家
統
計
庁
（TU

IK: http://w
w
w.tuik.gov.tr/

）
か
ら
公
立
学
校
、
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
の
学
校
数
・
学
生
数
な
ど
、
詳
細
な

デ
ー
タ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
45
）  

ハ
テ
ィ
ー
プ
校
の
生
徒
の
進
路
・
就
職
希
望
先
、
実
績
に
関
し
て
はBanu Eligur, 2010, 126 -127, 223 -230.

や
澤
江
史
子
、
二
〇
〇
五
、
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一
〇
九
〜
一
〇
〇
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
46
）  Yildiz Atasoy, 2005, 156.

澤
江
史
子
、
二
〇
〇
五
、
一
一
〇
頁
参
照
。

（
47
）  

ト
ル
コ
教
育
事
情
に
関
し
て
はO

ECD, Reviews of N
ational Policies for Education: Basic Education in Turkey, 2007

や
同
じ
く
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
るReviews of N

ational policies for Education: Turkey, 1989

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
48
）  H

akan M
. Yavuz, 2009, 125.

（
49
）  
間
寧
「
ト
ル
コ

―
組
織
化
の
第
四
の
波
？
」
岩
崎
育
夫
編
『
ア
ジ
ア
と
市
民
社
会

―
国
家
と
社
会
の
政
治
力
学
』（
一
九
九
八
年
　
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
）
二
〇
九
〜
二
一
九
頁
参
照
。

（
50
）  TU

SEV, Civil Society in Turkey: A
t a Turning Point, 2011, 20 -70.

（
51
）  TU

SEV, Philanthropy in Turkey: Citizens, Foundations, and the Pursuit of Social Justice, 2006, 1 -40.

（
52
）  

ギ
ュ
レ
ン
運
動
の
視
座
・
展
開
に
関
し
て
は
前
述
のG

ulen.com

を
参
照
の
こ
と
。
ア
バ
ン
ト
会
議
に
関
し
て
は
（http://w

w
w.abantplat 

form
.org/

）
に
よ
っ
て
各
会
議
の
提
言
や
詳
細
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
53
）  

イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
活
動
以
外
に
も
、
排
除
の
理
念
を
第
一
と
す
る
ケ
マ
リ
ス
ト
市
民
に
よ
る
「
ネ
オ
・
ケ
マ
リ
ズ
ム
運
動
」
が
盛
ん
に
な
っ
て

い
る
。
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
思
想
組
織
・
財
団
と
い
っ
た
大
規
模
な
市
民
社
会
組
織
も
あ
り
、
世
俗
派
と
イ
ス
ラ
ー
ム
派
に
よ
る
市
民
間
の
対
立
軸
も

表
面
化
し
て
い
る
。
ト
ル
コ
社
会
全
体
の
リ
ベ
ラ
ル
性
の
是
非
が
問
わ
れ
て
い
る
。

（
54
）  

九
七
年
二
月
二
八
日
の
四
度
目
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
、
軍
部
や
世
俗
派
が
多
数
を
占
め
る
政
府
機
関
や
大
学
、
検
察
、
司
法
当
局
、
メ
デ
ィ
ア
、

市
民
社
会
組
織
に
よ
る
中
長
期
的
な
連
携
が
伴
っ
て
お
り
、
九
五
年
に
議
会
大
一
党
に
躍
進
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
で
あ
る
福
祉
党
が
わ
ず
か
一

年
あ
ま
り
で
強
制
解
党
さ
れ
た
。
ま
た
イ
ス
ラ
ー
ム
系
列
の
一
九
の
新
聞
、
二
〇
の
テ
レ
ビ
局
、
五
一
の
ラ
ジ
オ
局
、
一
一
〇
の
雑
誌
、
八
〇
〇

の
私
立
学
校
、
一
二
〇
〇
の
ム
ス
リ
ム
学
生
用
の
ホ
ス
テ
ル
、
二
五
〇
〇
の
イ
ス
ラ
ー
ム
的
市
民
社
会
組
織
が
国
家
に
対
す
る
「
反
動
勢
力
」
と

し
て
特
定
さ
れ
、
閉
鎖
に
追
い
や
ら
れ
る
か
、
圧
力
を
か
け
ら
れ
て
い
る
。
次
い
で
ム
ス
リ
ム
エ
リ
ー
ト
を
輩
出
し
て
い
た
イ
マ
ー
ム
・
ハ

テ
ィ
ー
プ
校
中
等
部
は
強
制
閉
鎖
さ
れ
、
高
等
部
か
ら
は
大
学
進
学
が
不
可
能
と
な
っ
た
。

（
55
）  

Ａ
Ｋ
Ｐ
は
イ
マ
ー
ム
・
ハ
テ
ィ
ー
プ
校
出
身
で
あ
り
、
カ
リ
ス
マ
的
な
人
気
を
誇
る
党
首
エ
ル
ド
ア
ン
に
率
い
ら
れ
た
親
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
で

あ
る
。
伝
統
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
か
ら
分
離
し
た
若
手
主
体
の
政
党
で
あ
り
、
保
守
民
主
を
掲
げ
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
前
提
と

し
た
民
主
化
改
革
を
行
っ
て
お
り
、
軍
部
に
よ
る
政
治
介
入
と
特
権
的
地
位
は
大
き
く
後
退
し
て
い
る
。
ま
た
高
い
経
済
成
長
と
イ
ン
フ
レ
是
正

に
よ
っ
て
、
都
市
部
貧
困
層
と
ム
ス
リ
ム
中
産
階
級
か
ら
高
い
支
持
を
継
続
し
て
獲
得
し
、
ト
ル
コ
史
上
の
最
長
政
権
と
な
っ
て
い
る
。
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（
56
）  

現
代
ト
ル
コ
を
率
い
る
親
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
で
あ
る
公
正
発
展
党
（
Ａ
Ｋ
Ｐ
）
に
よ
る
民
主
化
改
革
や
そ
れ
に
伴
う
ケ
マ
リ
ス
ト
の
弱
体
化
に

関
す
る
詳
細
な
分
析
は
、
紙
面
の
都
合
上
割
愛
さ
せ
て
頂
い
た
。
Ａ
Ｋ
Ｐ
の
政
治
的
理
念
も
含
め
て
、
別
の
機
会
に
詳
細
な
検
討
を
行
い
た
い
。

（
57
）  

二
〇
一
二
年
九
月
に
Ａ
Ｋ
Ｐ
は
新
た
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
る
「
二
〇
二
三
年
の
政
治
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
を
公
表
し
、
司
法
の
民
主
化
、
軍
部

の
政
治
的
影
響
力
の
縮
小
、
ク
ル
ド
民
族
を
含
め
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
擁
護
政
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
と
明
言
し
て
い
る
。

鈴
木　

慶
孝
（
す
ず
き
　
よ
し
た
か
）

　
所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

　
専
攻
領
域
　
　
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
、
現
代
ト
ル
コ
政
治
社
会
変
動
論


